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TONEとね
生オーケストラで観客の心を魅了

「とねりん」利根町観光協会
イメージキャラクター

ジブリ音楽＆名曲クラシックを楽しむ。
演奏終了後、大きな拍手が会場内に鳴り響きました。

－平成 28 年 11 月 27 日（日）　利根町公民館－
（詳細については、17 ページをご覧ください）
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安全　安心　安定した　

まちづくりに向かって

町 長　遠　山　　　務

　明けましておめでとうございます。平成 29 年の
新春を皆さまとともに迎えられますこと心よりうれ
しく思います。年頭にあたり、謹んで新春のごあい
さつを申し上げます。
　はじめに、町民の皆さまの常日ごろの行政に対す
るご理解と、ご協力に御礼申し上げます。
　平成 28 年度も残り３カ月となりました。昨年も
いろいろな事業を行いましたが、住民の皆さま、関
係機関の皆さまのご協力により無事終了できまし
た。重ねて厚く御礼申し上げます。
　利根町の住民の皆さんは、普段あまり目立ちませ
んがイベントなどで大勢の高齢者や若い世代の方々
の元気な姿を見かけることができます。昨年８月に
開催された利根町民納涼花火大会では、シティプロ
モーション事業の一環として「ゆかた de 撮影会」
を初めて実施しましたが、予想を超える数の元気な
若者たちが浴衣を着て参加してくれました。
　また、毎年恒例の町民運動会や駅伝大会などは、
全町民参加型イベントとして定着しており、子ども
から高齢者まで幅広い世代の元気な姿を見ることが
できます。
　いま、町では、このような町民の ｢元気｣ を町活
性化の重要な「資源」だと捉えており、特に子ども
や若者が気軽に参加できるイベントなどを通して、
若者たちをもっと元気に、そして町への愛着心を深
めてもらうため「利根町元気プロジェクト！」を始
動することとしました。
　プロジェクトでは、まず核となる取り組みとして

「利根元気塾（仮称）」を開校し、例えば芸術家やお
笑い芸人などを外部から塾長や講師として招き、異
業種の方々と町がコラボしたワークショップやイベ
ントを開催するなど、子どもや若者たちのやる気と
元気を発掘するための取り組みを検討しているとこ
ろです。
　今後は、これまでの既成概念にとらわれず行政の
枠組みを超えた事業を推進することによって、若い
世代の方たちがもっと町に関心を持ち「利根町大好
き！」、｢利根町楽しい！｣、そして「いつまでも利
根町で暮らしたい !」と感じてもらえるようなまち
づくりと、このような町民の元気な姿を町内外へ広
く PR するための、効果的なシティプロモーション
活動を推進していきます。赤ちゃんから高齢者に至

るまで「元気な町　利根町！」
を創生していきます。
　また、今後も今まで行って
きた各種事業のさらなる推進
を図っていかなければなりま
せん。
　災害に強いまちづくりもそ
の一つであります。近年、台
風の大型化、ゲリラ豪雨、竜
巻の発生など自然災害が多発
しています。首都直下、東方沖、南海トラフ等の地
震の起こる確率も高まっています。町では、このよ
うな状況を踏まえ、防災計画に基づいた職員による
防災訓練の実施や自主防災組織、防災士の育成に引
き続き取り組んでまいります。今後も気を緩めるこ
となく防災体制の強化を図るとともに、自助、共助、
公助の徹底に努めてまいります。その他昨年 12 月
に新型インフルエンザが発生し ｢緊急事態宣言｣ が
出されたことを想定した対策訓練を実施しました。
また、今年 1 月には、公共施設の火災発生を想定し
た職員の対応訓練も実施を予定しております。
　健康増進対策としては、平成 13 年から始まりま
したフリフリグッパー体操、平成 16 年から始まり
ましたシルバーリハビリ体操、スポーツ等の推進、
在宅医療、在宅介護の連携、住民の疾病予防、介護
予防、健康づくりをさらに進めてまいります。
　子育て、教育環境においては、今年３月末で、利
根中学校、布川小学校大規模改造工事、文間小学校
児童クラブ新築工事も完了します。全小・中学校の
体育館を含めた耐震事業はもちろんのことすべての
校舎の大規模改造工事も完了します。また、今後、
文間小学校体育館の大規模改造工事を行う予定で
す。今年度中には、病児保育が開始できるよう準備
を進めております。４月からは高校３年生相当まで
の医療費無料化を行います。
　昨年も、県内、近県はもちろんのこと北は北海道、
南は九州、四国から行政視察で来町いただいており
ます。今後も、より多くの自治体に視察来町してい
ただけるような「まち」づくりを皆さまとともに進
めてまいりますので、ご支援、ご協力をよろしくお
願いいたします。
　新春とはいえ、大寒に向け寒さが増してまいりま
す。お体に十分留意され、健康で元気にご活躍され
ますこと、また、新年が皆
さまにとりまして、素晴ら
しい年になりますよう心よ
りお祈り申し上げ、新春の
ごあいさつといたします。
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地域力が生かされる時代へ

町議会議長　井　原　正　光

　平成２９年の年頭にあたり、議会を代表して町民
の皆さまに謹んで新年のお祝いを申し上げます。
　町民の皆さまには、希望に満ちた初春をお迎えの
こととお慶び申し上げます。
　平素から町議会に対しまして、多くのご支援とご
協力をいただき、心から深く感謝いたします。
　昨年を振り返りますと、４月に発生した熊本地震
では、多くの方が被災し尊い人命が奪われました。
８月には、４つの台風が日本に上陸し、中でも台風
１０号は統計史上初の東北地方への上陸となり各地
に甚大な被害をもたらしました。また、ゲリラ豪雨
や突風なども相次ぎ、近年の異常気象に驚かされ、
自然の猛威の中で改めて防災対策の重要性を痛感し
た年でありました。
　その一方で、リオデジャネイロオリンピック・パ
ラリンピックが開催され、多くの国民に勇気と感動
を与えました。私は、メダリストたちが表彰台に上
り、インタビューを受けている映像を観て思うこと
は、正にこの瞬間のために４年間、苦しい思いを

しながら努力して勝ち取った勝利で、努力は必ず
や実を結ぶものであるということです。３年後の
２０２０年には、夏季オリンピック・パラリンピッ
ク競技大会が東京で開催されます。どのような感動
のドラマが展開されるのか、今から楽しみでなりま
せん。
　本町におきましては、高齢化の進展に歯止めがか
からない状況にあり、６５歳以上の高齢者の方は、
全人口の約４割を占めています。しかし、私は、マ
イナスには捉えていません。むしろ、これからの時
代は、元気な高齢者が地域活性化の担い手になる、
正に地域の宝であると思っております。
　高齢者の方々が、長年培った豊かな経験や知識・
技術を活かして、さまざまな分野の活動に参加し、
地域を支え、地域の担い手として活躍していく仕組
みづくりが、今後ますます重要になると考えており
ます。
　国は地方創生の旗を振りますが、地元では、なか
なか活性化が見出しにくいのも現実です。私は、高
齢者の地域デビューこそが、町を活性化させ、ひい
ては住みよい町となり、我が町にあった地方創生に
つなげるものと思っております。
　町民の負託を受けた我々町議会は、町政の事務事
業に精通するために、各自研さんを続けていかなけ
ればなりません。まずは、新年度の予算審議から全
員で問題を共有できるよう努めてまいります。そし
て、本年も町民の皆さまの福祉の向上を目標に、町
民に開かれた議会を目指し、さらなる議会の機能強
化と充実、運営の改善を推進してまいります。
　今後とも町民の皆さまには、より一層のご支援と
ご協力をお願い申し上げますとともに、本年も皆さ
まにとって素晴らしい年となりますよう心からお祈
り申し上げ、新年のごあいさつといたします。
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　農業所得の『収支内訳書』を作成し、毎年役場で申告されている方へ

税務署からのお知らせ

　新たに『住宅借入金等特別控除（認定長期優良住宅を含む）』を受ける方へ

●農業所得の申告は、収支計算による「収支内訳書」の添付が必要なため、一般の方より相談時間が長く
なります。収入や必要経費の計上方法および減価償却費の計算などでよくわからない方は、申告期間中
は大変混雑しますので、ぜひその前に必要書類を持参して相談ください。
■「申告に必要なもの」の他に、伝票や領収書または農産物の数量等の集計した「収支内訳書の下書き書」
をお持ちください。

　農業所得に関係する伝票（出荷伝票）や領収書を保存して、帳簿などに記帳し、集計することが必要です。
平成 28 年分の申告書をスムーズに記入できるよう、お早めに「収支内訳書」の作成の準備を進めましょう。
　■収支内訳書を作成するための収支計算には、次のことが必要です。

○販売した農産物等の出荷伝票、請求書、領収書等の記録および保存
○家事消費（自宅用や親族または知人への贈答用）した農産物の数量の記録 
○事業消費（育苗用や農地の借地料の対価として支払った米等）した農産物の数量の記録
○年末に在庫（未販売および未消費）となった農産物、肥料、農薬、諸材料等の記録
○経費の領収書や請求書等の保存および記録

　■その他、収支計算には、次のことも確認しておきましょう。
○昨年申告した「申告書の写し」と「収支内訳書の写し」の確認
○減価償却資産（農機具や倉庫）の「取得年度・取得価額」および「耐用年数」ならびに「償却率」

の確認

◆　国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」（www.nta.go.jp）をご利用いただくと自宅
などで確定申告書が作成できますので、書面で印刷して送付またはｅ－Ｔａｘで送信（事前準
備が必要）のいずれかでご提出ください。

◆ 「確定申告書等作成コーナー」の操作や確定申告に関するご質問、ご相談は、まずは電話にてお
問い合わせください。

◎確定申告や税に関するお問い合わせはこちらへ

・役 場 税 務 課　℡６８－２２１１（内線２６２・２６４・２６５）
・竜ケ崎税務署　℡６６－１３０３（自動音声案内）〒 301- 8601　龍ケ崎市川原代町 1182-5

≪作成コーナーの操作などに関するお問い合わせ≫
　「ｅ－Ｔａｘ・作成コーナーヘルプデスク」（℡０５７０－０１－５９０１）
　【受付時間】月曜～金曜日（祝日、12 月 29 日～ 1 月 3 日を除きます）

●平成２８年中に住宅ローン等を利用してマイホームの新築、購入、増改築等を行い、居住の用に供した
場合、一定の要件に当てはまれば『住宅借入金等特別控除』を受けることができます。

■「申告に必要なもの」と併せて、次の①～⑥までの書類もお持ちください。なお、認定長期優良住宅
の控除を受ける場合は❼、❽も必要になります。
①　住宅取得資金に係る借入金の年末残高等証明書　
②　売買（請負）契約書の写し　③　登記事項証明書　
④　増改築の場合は、建築確認済証の写し、検査済証の写しまたは増改築等工事証明書
⑤　補助金等の交付を受ける場合は、その額を証する書類もしくはその写し
⑥　住宅取得等資金の贈与の特例を受けた場合は、その額を証する書類もしくはその写し
❼　長期優良住宅建築等計画の認定通知書の写し　
❽　住宅用家屋証明書の写し、または認定長期優良住宅建築証明書
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平成２８年分の所得税の『還付申告』は、事前に相談を受け付けいたします！

　平成２８年分の所得税の確定申告期間は、２月 1 ６日（木）から３月１５日（水）までとなっておりますが、
下記の表の内容で申告をされる方を対象に、事前の申告相談をお受けいたします。なお『青色申告の方』や『申
告分離課税のもの、損失の繰越し、財産の贈与』などを含む申告相談は、役場では受け付けできませんのでご
注意ください。

●受付時間　　午前９時～ 11 時　午後 1 時～ 3 時　　●受付場所　　役場　１階多目的ホール

　所得税が源泉徴収されている給与所得の方と年金所得の方で申告をされる方へ

■申告に必要なもの

※税務署では、1 月４日（水）から所得税の還付申告を受け付けています。

●所得税が源泉徴収されている給与所得の方や、所得税が源泉徴収されている年金所得の方を対象に、下
記のような場合は確定申告の相談を受け付けします。　　　

①給与所得のみの方で、給与所得の年末調整の内容に変更が生じて申告が必要な場合
②給与所得のみの方で、給与収入が１０３万円以下で所得税が源泉徴収されていて申告で還付を受ける場合
③給与を２カ所以上から受けている場合
④年金所得のみの方や、給与所得と年金所得の双方ともある方で、所得控除（社会保険料、小規模企業共済等掛金、

生命保険料、地震保険料、寡婦寡夫、障害者、配偶者、扶養、雑損、医療費、寄附金などの控除）の申告を
される場合

⑤年金を２カ所以上から受けている場合

●本人や生計を一にする配偶者その他の親族のために、平成２８年１月１日から平成２８年１２月３１日
までに実際に支払った医療費があるときは、申告することにより所得税が還付される場合がありますの
でご相談ください。

■「申告に必要なもの」のほかに、医療費の領収書（原本）と、健康保険や生命保険契約等で補てんされ
る金額がある場合は、補てんされる金額のわかるものをお持ちください。
※医療費控除額の計算方法

①印鑑（認め印）　　②所得の源泉徴収票（原本）　　③申告者名義の預貯金口座番号が分かるもの
④国民年金保険料の支払証明書、国民健康保険税、介護保険料の支払額がわかるもの　　
⑤生命保険料・地震保険料等の控除証明書　　⑥医療費控除・住宅借入金等特別控除に必要な書類
⑦本人確認書類
　マイナンバーカード（個人番号カード）、または通知カードおよび運転免許証などの身分証明書
※代理申請の場合は①代理人の身元確認（個人番号カードや運転免許証）、②申告者の番号確認（個
人番号カード、または通知カードの写しなど）

※利根町以外に居住している方を、扶養親族として申告する場合は、その方の『住所・氏名・生年月
日・個人番号』をご記入いただきます。

期　　日 申　　　告　　　内　　　　容

２月　９日（木）
２月１０日（金）
２月１３日（月）
２月１４日（火）
２月１５日（水）

・所得税が源泉徴収されている給与所得の方や、年金所得の方で申告をされる方

・給与所得の方と年金所得の方で、新たに『住宅借入金等特別控除』を受ける方

・農業所得の『収支内訳書』を作成して毎年役場で申告されている方

その年中に
支払った医療費

保険金などで
補てんされる金額

医療費控除額
（最高２００万円）

10万円または所得金額の５％
（どちらか少ない額）
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た
し
ま
す
。

　

現
在
、
自
転
車
駐
車
場
を
使

用
中
の
方
も
平
成
29
年
３
月
31

日
で
使
用
期
限
が
切
れ
ま
す
の

で
、
継
続
し
て
利
用
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
必
ず
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

○
利
用
期
間

平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら
平

成
30
年
３
月
31
日
ま
で

○
利
用
対
象

居
住
や
通
勤
先
が
布
佐
駅
か

ら
５
０
０
ｍ
を
超
え
る
通
勤

・
通
学
者
な
ど

○
受
付
期
間

１
月
16
日（
月
）
～
２
月
12

日（
日
）

○
申
請
方
法

申
請
書
（
自
転
車
駐
車
場
管

理
棟
に
用
意
）
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
管
理
棟
の
ポ
ス

ト
に
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

（
免
除
申
請
を
さ
れ
る
方
は
、

管
理
人
勤
務
時
間
帯
に
管
理

人
に
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。）

※
申
請
は
、
一
人
１
台
に
限
り

ま
す
。

や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
取
れ

な
か
っ
た
り
、
あ
な
た
や
家
族

の
財
産
が
「
差
し
押
さ
え
」
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

も
し
、
経
済
的
な
理
由
で
保

険
料
を
納
め
ら
れ
な
い
と
き

は
・
・
・

学
生
納
付
特
例
制
度
（
ガ
ク
ト

ク
）

・
学
生
の
間
の
保
険
料
を
猶
予

し
、
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら

納
め
る
制
度
で
す
。

・
事
前
に
審
査
が
あ
り
ま
す
。

前
年
所
得
が
基
準
額
以
下
の

学
生
本
人
が
対
象
と
な
り
ま

す
。

・
ガ
ク
ト
ク
期
間
中
も
障
害
基

礎
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

・
ガ
ク
ト
ク
期
間
は
将
来
年
金

を
受
け
取
る
た
め
の
期
間
に

加
え
ら
れ
ま
す
が
、
年
金
額

の
計
算
に
は
入
り
ま
せ
ん
。

※
学
生
と
は
、
学
校
教
育
法
に

定
め
る
、
大
学
（
大
学
院
）・

短
大
・
高
等
学
校
・
高
等
専
門

学
校
・
専
修
学
校
・
各
種
学
校

に
在
籍
す
る
学
生
。
一
部
対
象

と
な
ら
な
い
学
校
も
あ
り
ま
す
。

手
続
き
先

　

役
場
保
険
年
金
課
、
ま
た
は

土
浦
年
金
事
務
所

必
要
書
類

　

ご
本
人
が
確
認
で
き
る
書
類

（
運
転
免
許
証
な
ど
）、
国
民
年

金
資
格
取
得
届
、
認
め
印
な
ど

が
必
要
に
な
り
ま
す
。	

　

事
前
に
必
要
書
類
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。	

※
「
学
生
納
付
特
例
」
の
申
請

を
同
時
に
提
出
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

　

手
続
き
の
際
に
は
、
学
生
証

や
在
学
を
証
明
す
る
書
類
な
ど

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

手
続
き
の
流
れ

①
日
本
年
金
機
構
よ
り
20
歳
の

誕
生
月
の
前
月
に
「
国
民
年

金
被
保
険
者
資
格
取
得
届

書
」が
ご
自
宅
に
届
き
ま
す
。

②
必
要
書
類
を
役
場
保
険
年
金

課
、
ま
た
は
土
浦
年
金
事
務

所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

③
後
日
「
年
金
手
帳
」、「
国
民

年
金
保
険
料
納
付
書
」
が
届

き
ま
す
。
保
険
料
は
納
付
期

限
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

役
場
保
険
年
金
課

国
民
年
金
係　

℡
68

－

２
２

１
１
（
内
線
２
３
６
）

土
浦
年
金
事
務
所
国
民
年
金

課　

℡
０
２
９

－

８
２
５

－

１
１
７
０ 

自
動
音
声
（
２
）

を
押
し
て
く
だ
さ
い
。

20
歳
に
な
っ
た
ら

国　

民　

年　

金

布
佐
駅
東
口
自
転
車

駐
車
場
の
定
期
利
用

受
け
付
け
に
つ
い
て

○
使
用
料
の
納
付

３
月
初
旬
に
郵
送
す
る
納
付

書
に
記
載
の
金
融
機
関
で
、
使

用
料
を
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

○
定
期
利
用
シ
ー
ル
の
交
付

３
月
25
日（
土
）
～
３
月
31

日（
金
）
の
（
午
前
６
時
30

分
～
午
後
６
時
30
分
）、
４

月
１
日
以
降
は
、
月
曜
日
～

土
曜
日
（
午
前
６
時
30
分
～

９
時
30
分
）
に
領
収
書
を
管

理
棟
に
持
参
し
、
定
期
シ
ー

ル
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。

○
使
用
料
金

　

自
転
車　

年
間
３
７
２
０
円

　

原
動
機
付
自
転
車

　
　

年
間
７
３
２
０
円

○
募
集
台
数

自
転
車
６
０
０
台
・
原
動
機

付
自
転
車
（
１
２
５
㏄
以
下

の
バ
イ
ク
）
50
台

○
一
時
使
用

一
時
使
用
さ
れ
る
方
は
、
券

売
機
で
駐
車
券
を
購
入
し
て

く
だ
さ
い
。

一
時
使
用
料
（
１
日
）

自
転
車　
　
　
　

１
０
０
円

原
動
機
付
自
転
車
２
０
０
円

▽
問
い
合
わ
せ
先

公
益
社
団
法
人　

我
孫
子
市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

℡
０
４

－

７
１
９
３

－

８
０

９
１

（
平
日
の
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
）



平成 29 年１月（№ 634）７

＜ 地 域 の 皆 さ ん を 支 援 す る 民 生 委 員 ・ 児 童 委 員 ＞
　民生委員・児童委員は「民生委員法」、「児童福祉法」によって設置されている地域住民を支援するボラン
ティアです。町の民生委員推薦会から推薦され、茨城県社会福祉審議会の意見を聴いた上で茨城県知事が推薦
し、厚生労働大臣からの委嘱を受けています。
　民生委員は子どもに関わる問題を担当する「児童委員」も兼ねています。また、児童に関わる相談・支援を
専門的に担当する委員として「主任児童委員」もいます。
　民生委員・児童委員には守秘義務がありますので、地域の方からのご相談内容の秘密は守られます。あなた
の地域の民生委員・児童委員は次のとおりです。

（任期：平成31年11月30日まで）
地区名 氏　　　　　名 担　　当　　地　　域

文

大　野　次　男 おおの　つぎお 羽根野・上曽根・押付本田
若　月　　　孝 わかつき　たかし 羽根野台（１班～10班）
宮　本　トシコ みやもと　としこ 羽根野台（11班～21班）
植　松　和　俊 うえまつ　かずとし 羽根野台（22班～30班）
横　山　武　博 よこやま　たけひろ 羽根野台（31班～40班）
油　原　良　文 ゆはら　よしふみ 下井・押付新田・中田切
長 島 康 夫 ながしま　やすお 下曽根・早尾・大平・横須賀
髙　橋　澄　子 たかはし　すみこ 早尾台（１班～９班）
三　上　知惠子 みかみ　ちえこ 早尾台（10班～12班・19班～22班）
加　瀨　彩　子 かせ　さいこ 早尾台（23班～29班）
鳥　居　士　郎 とりい　しろう 早尾台（13班～18班）
横　山　美代子 よこやま　みよこ もえぎ野台（１丁目～２丁目）
川　﨑　洋　子 かわさき　ようこ もえぎ野台（３丁目～５丁目）

文
間

笹　　　啓　子 ささ　けいこ 押戸・奥山
大　野　三枝子 おおの　みえこ 大房
前　田　三枝子 まえだ　みえこ 立木（立木新田を除く）

東
文
間

若　泉　はつ子 わかいずみ　はつこ 羽中・福木・三番割
梅　原　公　子 うめはら　きみこ 中谷・立崎（十字路境南側）
大　﨑　道　子 おおさき　みちこ 惣新田・立木新田・立崎（十字路境北側）
鈴　木　重　男 すずき　しげお 加納新田・東奥山新田

布　
　

川

門　脇　　　侃 かどわき　つよし 利根ニュ－タウン（１～16街区）
田　端　克　吉 たばた　かつよし 利根ニュ－タウン（17～34街区）・太子堂
佐　藤　正　勝 さとう　まさかつ 利根ニュ－タウン（35～44・69街区）・商店街
荒　木　忠　臣 あらき　ただおみ 利根ニュ－タウン（45～50・63～67街区）
風　間　富　江 かざま　とみえ 利根ニュ－タウン（51～62・68街区）
鈴　木　法　子 すずき　のりこ 内宿・浜宿
久保田　　　繁 くぼた　しげる 布川台
中　野　傳　功 なかの　ただかつ 八幡台
豊　島　　　洋 とよしま　ひろし 馬場（上坪・下坪・新町）
依　田　啓　子 いだ　けいこ 馬場（東・山王）
長　田　律　子 ながた　りつこ 四季の丘
三　谷　　　博 みたに　ひろし 中宿・上柳宿
田　上　幸　一 たがみ　こういち 下柳宿・サーパス布佐・谷原
墨　江　俊　子 すみえ　としこ 白鷺の街（１班～８班）
有　賀　弘　康 ありが　ひろやす 白鷺の街（９班～17班）
村　越　敏　子 むらこし　としこ 利根フレッシュタウン北東部（26－34・43－45・54街区）
山　田　洋　子 やまだ　ようこ 利根フレッシュタウン北西部（１－５・10－17街区）
武　藤　まさよ むとう　まさよ 利根フレッシュタウン南西部（６－９・18－25街区）
小　川　四　郎 おがわ　しろう 利根フレッシュタウン南東部（35－42街区）
渡　邉　亮　一 わたなべ　りょういち 利根フレッシュタウン東部（46－60街区、54街区を除く）

＊主任児童委員
髙　野　美　香 たかの　みか 利根町全域粂　原　礼　子 くめはら　れいこ

　※各委員の連絡先などは、役場福祉課までお問い合わせください。 

◎問い合わせ先　役場福祉課　☎６８－２２１１（内線３３５）
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町
で
は
入
札
参
加
資
格
申
請

を
提
出
し
て
い
な
い
町
内
の
事

業
者
を
対
象
に
し
た
、
利
根
町

小
規
模
契
約
登
録
制
度
を
設
け

て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
町
が
発
注
す

る
工
事
、
物
品
購
入
、
委
託
・

役
務
の
提
供
の
う
ち
小
規
模
な

契
約
を
希
望
す
る
事
業
者
の
登

録
を
受
け
付
け
、
町
内
小
規
模

事
業
者
の
受
注
機
会
の
拡
大
を

図
る
も
の
で
す
。

　

平
成
29
・
30
年
度
の
登
録
を

２
月
１
日（
水
）
か
ら
随
時
受

け
付
け
し
ま
す
の
で
、
次
に
よ

り
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
登
録
で
き
る
方

　

こ
の
制
度
に
よ
り
登
録
で
き

る
方
は
、
次
の
⑴
～
⑹
の
す
べ

て
に
該
当
す
る
方
で
す
。

⑴
個
人
営
業
の
場
合
に
は
、
町

内
に
住
所
が
あ
る
こ
と
、
法

人
の
場
合
に
は
、
町
内
に
主

　

平
成
29
年
５
月
１
日
か
ら
平

成
31
年
４
月
30
日
ま
で
に
、
龍

ケ
崎
地
方
衛
生
組
合
が
発
注
す

る
建
設
工
事
、
測
量
・
建
設
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
業
務
、
物
品

購
入
、
お
よ
び
役
務
提
供
そ
の

他
に
係
る
競
争
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
の
受
け
付
け
が
始
ま

り
ま
す
。

　

こ
の
審
査
を
経
て
有
資
格
者

と
決
定
さ
れ
た
方
以
外
は
、
原

則
と
し
て
龍
ケ
崎
地
方
衛
生
組

合
の
入
札
や
見
積
も
り
に
は
参

加
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
希
望
者

は
必
ず
資
格
申
請
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

○
受
付
期
間

２
月
１
日（
水
）
か
ら
２
月

28
日（
火
）

※（
注
）土
・
日
曜
日
、
祝
日

を
除
き
ま
す
。

た
る
事
業
所
が
あ
る
こ
と
。

⑵
成
年
被
後
見
人
、被
保
佐
人
、

被
補
助
人
ま
た
は
破
産
者
で

な
い
こ
と
。

⑶
町
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い

こ
と
。

⑷
町
入
札
参
加
有
資
格
者
名
簿

に
登
載
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。

⑸
契
約
を
履
行
す
る
た
め
に
必

要
な
資
格
、
免
許
等
を
有
し

て
い
る
こ
と
。

⑹
暴
力
団
員
、
ま
た
は
暴
力
団

も
し
く
は
暴
力
団
員
と
社
会

的
に
非
難
さ
れ
る
べ
き
関
係

を
有
し
な
い
こ
と
。

◆
名
簿
に
登
録
さ
れ
る
と

　

町
が
行
う
小
規
模
な
契
約
案

件
に
つ
い
て
、
登
録
事
業
者
へ

の
見
積
も
り
お
よ
び
発
注
依
頼

を
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
こ
の
制
度
は
、
受

注
を
保
証
す
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

小
規
模
な
契
約
案
件
と
は
、

請
負
金
額
が
、
工
事
は
１
３
０

万
円
（
税
込
み
）、
委
託
、
役

務
の
提
供
は
50
万
円
（
税
込

み
）、物
品
購
入
は
80
万
円
（
税

込
み
）
を
超
え
ず
、
技
術
的
に

簡
易
な
契
約
を
い
い
ま
す
。

◆
登
録
の
方
法

　

登
録
の
方
法
は
、
次
の
⑴
～

⑶
の
書
類
を
企
画
財
政
課
検
査

係
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
登
録
名
簿
は
役
場
各
課
等

に
公
開
す
る
ほ
か
、
契
約
制
度

の
透
明
性
を
図
る
た
め
、
一
般

に
公
開
（
閲
覧
）
し
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
の
上
、
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

⑴
利
根
町
小
規
模
契
約
事
業
者

登
録
申
請
書

⑵
町
税
等
に
未
納
税
額
が
な
い

証
明
書
（
税
務
課
発
行
）

※
申
請
の
際
に
は｢

小
規
模
契

約
登
録
で
使
用｣

と
お
伝
え

く
だ
さ
い
。

⑶
資
格
、
免
許
な
ど
が
必
要
な

業
種
を
希
望
す
る
方
に
あ
っ

て
は
、
そ
の
資
格
者
証
ま
た

は
免
許
証
な
ど
の
写
し

※
申
請
書
は
、
町
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
登
録
の
有
効
期
限

　

平
成
31
年
３
月
31
日

◆
登
録
の
受
け
付
け

２
月
１
日（
水
）
か
ら
随
時

受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

　

土
・
日
曜
日
、
祝
日
お
よ

び
正
午
か
ら
午
後
１
時
ま
で

を
除
く
午
前
９
時
か
ら
午
後

４
時
ま
で

▽
問
い
合
わ
せ
先

役
場
企
画
財
政
課　

検
査
係

℡
68

－

２
２
１
１

（
内
線
５
１
１
）

町内の事業者の方へ
利根町小規模契約事
業者登録の申請を受
付け

○
受
付
時
間

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
30

分
（
正
午
か
ら
午
後
１
時
を

除
く
）

○
受
付
場
所　

　

龍
ケ
崎
地
方
衛
生
組
合

　

総
務
課

○
申
請
書
類

全
国
統
一
様
式
（
国
土
交
通

省
統
一
様
式
可
）

詳
細
に
つ
い
て
は
「
競
争
入

札
参
加
資
格
審
査
申
請
の
手

引
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
手
引
き
は
、
当
組
合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
閲
覧
し

て
く
だ
さ
い
。（
申
請
書
等

は
１
月
４
日（
水
）
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
配
布
し
ま
す
）

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

龍
ケ
崎
地
方
衛
生
組
合

総
務
課　

〒
３
０
１

－

０
８

０
１　

龍
ケ
崎
市
板
橋
町
字

安
台
５
４
２
番
地
１

℡
０
２
９
７

－

６
４

－

１
１

４
４

ＦＡＸ
０
２
９
７

－

６
４

－

１
１

４
５

ｅryu-1144@
m

use.ocn.
ne.jpＨＰhttp://ryu1144.ec-net.
jp/

平成 29・30 年度
龍ケ崎地方衛生組合競争
入札参加資格審査申請の
受付をします
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心
身
に
障
が
い
が

あ
る
方
へ

～
自
動
車
税
・
自
動
車
取

得
税
の
減
免
制
度
が
あ
り

ま
す
！
～

　

稲
敷
地
方
広
域
市
町
村
圏
事

務
組
合
で
は
、
平
成
29
年
５
月

１
日
か
ら
平
成
31
年
４
月
30
日

ま
で
に
発
注
す
る
建
設
工
事
、

測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

等
業
務
、
物
品
購
入
、
お
よ
び

役
務
提
供
な
ど
の
競
争
入
札
参

加
資
格
審
査
申
請
の
受
け
付
け

を
行
い
ま
す
。
入
札
参
加
希
望

者
は
、
必
ず
資
格
審
査
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、

当
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
お
り
ま
す
。

○
受
付
期
間

２
月
１
日（
水
）
か
ら
３
月

31
日（
金
）

○
受
け
付
け
・
問
い
合
わ
せ
先

稲
敷
地
方
広
域
市
町
村
圏
事

務
組
合
事
務
局
管
理
課

℡
０
２
９
７

－

６
４

－

３
７

４
１

ＨＰhttp://w
w

w
.inashiki-k

ouiki.jp/

　

建
物
が
地
震
の
揺
れ
に
耐
え

る
能
力
の
こ
と
を「
耐
震
性
能
」

と
い
い
ま
す
。

　

昭
和
56
年
に
建
物
の
耐
震
基

準
（
建
築
基
準
法
）
が
大
き
く

改
正
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
56
年

以
前
の
旧
耐
震
基
準
で
建
て
ら

れ
た
住
宅
は
、
阪
神
・
淡
路
大

震
災
、
東
日
本
大
震
災
、
熊
本

地
震
な
ど
で
も
大
き
な
被
害
を

受
け
ま
し
た
。

　

昨
年
４
月
に
発
生
し
た
熊
本

　

茨
城
県
で
は
、
身
体
障
害
者

手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
、
療
育
手
帳
、
戦
傷
病
者

手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

で
、
障
害
等
級
や
自
動
車
の
所

有
者
等
が
一
定
の
要
件
を
満
た

す
場
合
に
は
、
障
害
が
あ
る
方

の
た
め
に
使
用
す
る
自
動
車
に

係
る
自
動
車
税
、
お
よ
び
自
動

車
取
得
税
を
減
免
す
る
制
度
を

設
け
て
い
ま
す
。

　

減
免
申
請
は
、
管
轄
の
県
税

事
務
所
に
お
い
て
年
間
を
通
じ

て
受
け
付
け
し
て
お
り
ま
す

が
、
次
の
日
程
で
お
住
ま
い
の

市
町
村
な
ど
に
減
免
申
請
の
受

付
窓
口
を
設
置
し
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
受
付
日
時

　

２
月
17
日（
金
）

　

午
前
10
時
～
正
午
、

　

午
後
１
時
～
４
時

○
受
付
場
所

　

役
場
福
祉
課　

相
談
室　

地
震
へ
の
備
え
は

大
丈
夫
で
す
か
？

～
昭
和
56
年
以
前
建
築
の
住

宅
所
有
者
の
皆
さ
ん
へ
～

平成 ２９・３０ 年度
稲敷地方広域市町村圏
事務組合競争入札参加
資格審査申請受け付け
について

地
震
で
被
害
が
大
き
い
（
大

破
・
倒
壊
）
建
物
の
割
合
（
益

城
町
、西
原
村
、南
阿
蘇
町
）は
、

昭
和
57
年
以
降
建
築
の
建
物
で

は
約
15
％
で
あ
っ
た
の
に
対
し

て
、
昭
和
56
年
以
前
建
築
の
建

物
で
は
約
46
％
（
約
３
・
１
倍
）

で
あ
っ
た
と
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。（
平
成
28
年
９
月
12
日
現

在
）

　

茨
城
県
で
は
、
住
宅
の
耐
震

化
を
促
進
す
る
た
め
、
安
心
し

て
相
談
で
き
る
技
術
者
（
木
造

住
宅
耐
震
診
断
士
）を
養
成
し
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら

せ
し
て
い
ま
す
。

ＨＰhttp://w
w

w
.pref.ibarak

i.jp/soshiki/doboku/kenshi
/index.htm

l

　

今
後
予
想
さ
れ
る
首
都
直
下

地
震
に
備
え
る
た
め
、
建
物
の

耐
震
性
能
を
調
べ
る
耐
震
診
断

や
、
耐
震
性
能
を
向
上
さ
せ
る

耐
震
改
修
を
実
施
し
ま
し
ょ

う
。
詳
し
く
は
、
次
の
連
絡
先

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

役
場
都
市
建
設
課

℡
68

－

２
２
１
１
（
内
線
２

９
１
）

耐
震
全
般　

茨
城
県
土
木
部

都
市
局
建
築
指
導
課　

企
画

グ
ル
ー
プ
℡
０
２
９

－

３
０

１

－

４
７
１
６

※
（
注
）
新
車
、
中
古
車
新
規

登
録
に
係
る
減
免
や
自
動
車
取

得
税
の
減
免
に
つ
い
て
は
、
登

録
日
か
ら
30
日
以
内
に
管
轄
の

水
戸
、
ま
た
は
土
浦
県
税
事
務

所
自
動
車
税
分
室
で
お
願
い
し

ま
す
。

○
必
要
な
書
類

・
障
害
者
手
帳
（
原
本
）

・
納
税
義
務
者
の
印
鑑
（
認
め

印
可
）

・
運
転
者
の
運
転
免
許
証
（
コ

ピ
ー
可
・
免
許
証
両
面
）

・
自
動
車
の
車
検
証
、
ま
た
は

納
税
通
知
書

・
生
計
を
一
に
す
る
こ
と
を
示

す
書
類
（
住
民
票
等
）

※
減
免
の
要
件
に
よ
り
手
続
き

に
必
要
な
書
類
が
異
な
り
ま
す

の
で
、
次
の
県
税
事
務
所
ま
で

必
ず
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

土
浦
県
税
事
務
所　

収
税
第

三
課　

℡
０
２
９

－

８
２
２

－

７
２
３
０

茨
城
県
総
務
部
税
務
課
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

ＨＰhttp://w
w

w
.pref.ibar

aki.jp/bukyoku/soum
u/

zeim
u/zeim

u.htm
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歳　　　　　　　　　　入 歳　　　　　　　　　　出
項　　　目 収入済額（千円） 構成比(％) 項　　　目 支出済額（千円） 構成比(％)

分賦金及び負担金 3,787,660 78.8 議 会 費 2,845 0.1
使用料及び手数料 8,728 0.2 総 務 費 125,366 2.6
県 支 出 金 8,660 0.2 消 防 費 4,431,904 93.6
財 産 収 入 72 0.0 公 債 費 177,309 3.7
寄 附 金 16,500 0.3 予 備 費 0 －
繰 越 金 471,495 9.8
諸 収 入 4,366 0.1
組 合 債 506,800 10.6
歳 入 合 計 4,804,281 100.0 歳 出 合 計 4,737,424 100.0

　◆特別会計� （単位：千円）
会　計　名 歳　　入 歳　　出 会　計　名 歳　　入 歳　　出

老人ホーム特別会計 100,506 98,507 水防事業 9,633 8,959

平成28年度上半期(4月～9月)の歳入歳出予算執行状況

会　計　名 予算額（千円） 歳　　　　　入 歳　　　　　出
収入済額（千円） 収入率（％） 支出済額（千円） 支出率（％）

一 般 会 計 4,104,880 2,571,012 62.6 1,723,436 42.0
老人ホーム特別会計 109,080 45,605 41.8 42,841 39.3
水 防 事 業 特 別 会 計 12,290 6,848 55.7 2,525 20.5

◎問い合わせ先　稲敷地方広域市町村圏事務組合事務局管理課　℡０２９７－６４－３７４１

平成27年度決算状況
　◆一般会計

稲 敷 地 方 広 域 市 町 村 圏 事 務 組 合 の 財 政 状 況

龍 ケ 崎 地 方 衛 生 組 合 の 財 政 状 況

　◎問い合わせ先　龍ケ崎地方衛生組合　総務課　総務係　℡０２９７－６４－１１４４

平成27年度一般会計決算の状況
歳　　　　　入 歳　　　　　出

項　　　目 決算額（千円） 割合（%） 項　　目 決算額（千円） 割合（%）
分担金及び負担金 497,973 89.2 議 会 費 2,695 0.5
使用料及び手数料 25,278 4.5 総 務 費 180,021 35.0
財 産 収 入 399 0.1 衛 生 費 212,737 41.4
繰 　 入 　 金 14,520 2.6 公 債 費 118,902 23.1
繰 　 越 　 金 17,043 3.0 予 備 費 0 0.0
諸 　 収 　 入 3,204 0.6

歳 入 合 計 558,417 100.0 歳出合計 514,355 100.0
平成28年度一般会計上半期（４月～９月）の歳入歳出予算執行状況　　　　　　　（単位：千円）

歳　　　　　　入 歳　　　　　　出
項　　　目 予　算　額 収 入 済 額 項　　目 予　算　額 支 出 済 額

分担金及び負担金 470,593 235,296 議 会 費 4,063 25
使用料及び手数料 23,722 10,113 総 務 費 175,791 82,272
財 産 収 入 452 30 衛 生 費 248,762 69,055
繰 入 金 37,609 0 公 債 費 118,903 59,451
繰 越 金 17,000 44,062 予 備 費 2,000 0
諸 収 入 143 52

歳 入 合 計 549,519 289,553 歳 出 合 計 549,519 210,803
収 入 率 52.7％ 支 出 率 38.4％

○組合所有財産の状況　土地＝32,812㎡／建物＝8,257㎡／車両＝５台／基金積立金＝264,641千円
○組合債現在高の状況　一般廃棄物処理事業債＝403,890千円
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色とりどりの「リボン運動」、色の意味を知っていますか？

　リボンにメッセージを込めてシンボルマークとする「リボン運動」。もとは欧米が起源と言
われていますが、最近では日本でもいろいろなリボンの色を目にするようになりました。
　とはいえ、乳がん予防のピンクリボンは知っているけれども、そのほかの色のリボンになる
と、案外よく知らないという人も多いのではないでしょうか。そこで、今回は女性や男女共同
参画に関連するリボンについてご紹介します。

ピンクリボン（乳がんの早期発見・早期受診・早期治療の大切さを伝えるシンボルマーク）

　国立がん研究センターがん対策情報センターによれば、現在、生涯で乳がんを患う日本人女性は
12人に１人とされており、特に30歳代から増加傾向にあります。若いころから関心を持ち、がん検
診を自ら受診することが重要視されています。日本では、乳がん月間である10月を中心にイベント
が行われています。

パープルリボン（女性への暴力の根絶を訴える運動のシンボルマーク）

　内閣府が平成26年に公表した｢男女間における暴力に対する調査報告｣によれば、女性のうち
23.7％が配偶者からの暴力被害を受けたことがあったと回答しており、そのうち9.7％は何度も受け
ているとの結果が出ています。日本では、毎年11月12日から25日までの２週間が「女性に対する暴
力をなくす運動」期間と定められており、東京タワーのパープルライトアップをはじめとするイベ
ントで女性への暴力防止の啓発が行われています。

　「リボン運動」は、この他にも「オレンジリボン（児童虐待防止運動）、「イエローリボン（障
害を持つ人の自立と幸せを願う）」、「レッドリボン（エイズに対する理解と支援）」などさまざ
まなものがあります。

男女共同参画ってなあに？　パート㊲

◆
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す

　

今
年
の
干
支
は
酉
年
。
３
歩

歩
く
と
、
前
の
こ
と
を
忘
れ
て

し
ま
う
と
い
う
ウ
ワ
サ
…

　

こ
の
新
し
い
年
に
、
い
つ
で

も
ど
こ
で
も
気
軽
に
、ま
た「
も

の
忘
れ
予
防
」
の
効
果
も
期
待

で
き
る
フ
リ
フ
リ
グ
ッ
パ
ー
体

操
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

利
根
町
が
フ
リ
フ
リ
グ
ッ

パ
ー
体
操
と
出
会
っ
て
15
年
が

経
ち
ま
し
た
。
元
気
な
中
高
年

世
代
が
多
い
町
と
し
て
、
県
内

で
も
っ
ぱ
ら
の
ウ
ワ
サ
…

　

何
よ
り
皆
さ
ま
の
健
康
へ
の

思
い
と
行
動
、
そ
し
て
フ
リ
フ

リ
グ
ッ
パ
ー
が
少
し
は
寄
与
し

て
い
る
の
で
は
と
、
小
さ
く

ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
を
し
て
い
ま

す
。

　

お
近
く
の
運
動
集
会
に
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
仲
間

た
ち
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。（
利
根
フ
リ

フ
リ
ク
ラ
ブ
代
表
・
市い

ち

川か
わ

英ひ
で

夫お

）

＊＊フリフリ地区運動集会予定＊＊

場　　　所 日　　程 開　　催　　日
（1月 17日～ 2月 28日までの予定） 時　　間

利 根 町 公 民 館 第１、３木曜日 １月 19日（木）、２月２日（木）・16日（木） 午前10 時～11時
＊参加無料
＊飲み物、
　室内履き持参

利根町民すこやか交流センター 第１、３火曜日 １月 17日（火）、２月７日（火）・21日（火）

利根町生涯学習センター 第２、４水曜日 １月 25日（水）、２月８日（水）・22日（水）

【講師】筑波大学　諏訪部先生・越
お

智
ち

先生ほか　＊福祉バス・ふれ愛タクシーをご利用ください。
【問い合わせ先】利根町保健福祉センター　℡６８－８２９１

フ
リ
フ
リ
グ
ッ
パ
ー
体
操

『
地
区
運
動
集
会
』

主
催
：
利
根
フ
リ
フ
リ
ク
ラ
ブ
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5 6 7 8 9 10 11

早朝
楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

午前

グラウンドゴルフ
午前９時 30 分～正午
（文小学校グラウンド）
健康体操
午前 10時～ 11時 30 分
（利根町生涯学習センター）

グラウンドゴルフ
午前９時 30 分～正午
（利根浄化センターグラウンド）

テニス教室
午前 10 時～正午
（利根浄化センターテニスコート）

バドミントン・卓球・ニュースポーツ
午前９時 30 分～正午
（文小学校体育館）

午後
バドミントン・卓球・ニュースポーツ
午後１時 30 分～３時 30 分
（文小学校体育館）

夜間
バドミントン・ニュースポーツ
午後７時 30 分～９時 30 分
（文小学校体育館）

楊名時太極拳
午後７時～８時 30 分
（利根町公民館）

1 2 3 4

早朝
楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

午前
グラウンドゴルフ
午前９時 30 分～正午
（利根浄化センターグラウンド）

テニス教室
午前 10 時～正午
（利根浄化センターテニスコート）

バドミントン・卓球・ニュースポーツ
午前９時 30 分～正午
（文小学校体育館）

午後
バドミントン・卓球・ニュースポーツ
午後１時 30 分～３時 30 分
（文小学校体育館）

夜間
楊名時太極拳
午後７時～８時 30 分
（利根町公民館）

（利根町総合型地域スポーツクラブ）
２月の活動予定２月の活動予定２月の活動予定

☆クラブ活動に参加する際は、受け付けで「会員証」を提示してください。（早朝の「楊名時太極拳」は必要ありません）
☆ビジター参加費は、大人：300 円 / 都度、子供（中学生以下）：150 円 / 都度です。（早朝の「楊名時太極拳」は無料です）

日 月 火 水 木 金 土

12 13 14 15 16 17 18

早朝
楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

午前
グラウンドゴルフ
午前９時 30 分～正午
（文小学校グラウンド）

グラウンドゴルフ
午前９時 30 分～正午
（利根浄化センターグラウンド）

テニス教室
午前 10 時～正午
（利根浄化センターテニスコート）

バドミントン・卓球・ニュースポーツ
午前９時 30 分～正午
（文小学校体育館）

午後
バドミントン・卓球・ニュースポーツ
午後１時 30 分～３時 30 分
（文小学校体育館）

夜間
バドミントン・ニュースポーツ
午後７時 30 分～９時 30 分
（文小学校体育館）

楊名時太極拳
午後７時～８時 30 分
（利根町公民館）

19 20 21 22 23 24 25

早朝
楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

午前

グラウンドゴルフ
午前９時 30 分～正午
（文小学校グラウンド）
健康体操
午前 10時～ 11時 30 分
（利根町生涯学習センター）

グラウンドゴルフ
午前９時 30 分～正午
（利根浄化センターグラウンド）

テニス教室
午前 10 時～正午
（利根浄化センターテニスコート）

バドミントン・卓球・ニュースポーツ
午前９時 30 分～正午
（文小学校体育館）

午後
バドミントン・卓球・ニュースポーツ
午後１時 30 分～３時 30 分
（文小学校体育館）

夜間
バドミントン・ニュースポーツ
午後７時 30 分～９時 30 分
（文小学校体育館）

楊名時太極拳
午後７時～８時 30 分
（利根町公民館）

26 27 28

早朝
楊名時太極拳
午前７時～７時 40 分
（羽根野台運動公園）

午前
グラウンドゴルフ
午前９時 30 分～正午
（利根浄化センターグラウンド）

午後

夜間

　入会は、随時受け付けております。申込書は「とね 

ワイワイ くらぶ　クラブハウス」、「利根町生涯学習

センター」、「利根町公民館」にあります。

　申し込み受け付けは、クラブハウスと各プログラム

の活動場所（早朝の太極拳は除く）で行っております

ので、お気軽にお越しください。

「とね ワイワイ くらぶ」クラブハウス　（事務局）　
〒300-1632   茨城県北相馬郡利根町下曽根 321

℡  ０９０－１４０７－４４８０
FAX  ０２９７－６８ー３８１２

☆　途中入会者の傷害保険は、入会翌月から適用となります。
☆　プログラムは当日の状況により予告なしに変更/中止することがありますのでご了承願います。
　　最新の活動計画は、毎月末に翌月の活動計画が「とねっと」で広報されます。「とねっと」を見る

か、事務局にお問い合わせください。
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支援センターって　　　

　　　　どんなところ？

知りたい人は来て！見て!!

　利根町在住の、未就園のお子さんと、その保護者を対象にさまざまな支援を行ってい
ます。現在は、子育て真っ最中のお母さん同士の情報交換や気分転換の場所、子どもた
ちのふれあい体験の場にもなっています。担当保育士とのたわいのないおしゃべりもお
すすめです。（*^_^*）
　皆さん、ぜひ遊びに来てください。何かのきっかけ作りになれば幸いです。

問い合わせ先
とね子育て支援センター（文間保育園内）

℡６８－３１９４
開園日時　月曜日 ～ 金曜日（祝日を除く）
　　　　　午前8時 ～ 午後５時  

※案内の手紙は、利根町役場の子育て支援課・保険
年金課前のお便りBOXにも入っています。また、
町公式ホームページでもご覧いただけます。

＊＊２月の予定＊＊

年齢別のサークル
午前９時30分～11時30分
対象：未就園の親子
　すくすく・よちよち・ねんね・赤
ちゃんと、年齢で分かれて活動する日。
季節や年齢に合わせた制作や戸外活
動・歌・手遊び・育児情報交換などを
取り入れています。

に こ に こ 広 場 （*^_^*）
午前９時30分～11時30分
対象：未就園の親子
　みんなであいさつを済ませて
から園庭および室内で好きな遊
びを楽しんでください。保育士
の紙芝居や絵本の読み聞かせな
どもあります。

こんにちは

とね子育て支援センター

です

 

に こ に こ 赤 ち ゃ ん
午前９時30分～11時30分
対象：ねんね・赤ちゃんの親子
　マタニティの方もどうぞ
　園庭および室内で好きな遊び
を楽しんでください。小さいか
らこその大変さをお母さん同
士、分かち合ってください。

し ゃ べ ラ ン チ
午前９時30分～午後０時30分
対象：未就園の親子
　にこにこ広場に遊びに来ながらそ
の後で、持ってきたお弁当を食べて
も良い日です。おしゃべりしながら
のランチも楽しいですよ。

保育園の開放
　（園庭および室内）
月曜日～金曜日（祝日は除く）
午前９時30分～11時30分
午後３時～４時30分
　　　　（変更もあり）
対象：未就園の親子
■ベビーカー持参でお庭を散歩し

てくださってもかまいません。
■お孫さんを見ていらっしゃる祖

父母の方もご利用ください。
■雨の日も遊べる小さな部屋があ

ります。

すっきりサロンへどうぞ 
午前９時30分～11時30分
○引っ越ししてきたばかりで、まだ

お友達がいない親子の方
○昼間お子さんやお孫さんと２人き

りで過ごされているお母さんや、
おばあちゃん

○ちょっと話をしたい、話を聞いて
欲しいという親子の方など、思い
切って一度出掛けてみませんか?
おしゃべりしてすっきりして帰っ
てください。お待ちしています。 
お気軽にどうぞ

◎とね子育て支援センターの活動は、通常
は文間保育園内にて、月曜日～金曜日に
行っています。

　（土・日曜日、祝日は、お休みです）
＊ワイワイサロンは、利根町保健福祉セン

ターでの育児相談日です。
＊遊びに来る時は、各自水分を持参してく

ださい。（親子共）
２ 木 にこにこ赤ちゃん
６ 月 にこにこ広場

７ 火 羽根野自主サークル「菜の花」支援
ワイワイサロン（Ｐ19参照）

８ 水 ＊よちよち（ぽこぽこへ遊びに行こう）
10 金 すくすく
14 火 地域別の集い（布川・四季の丘地区）
15 水 地域別の集い（上記以外の全地区）
17 金 すくすく
20 月 赤ちゃん＆マタニティさん
22 水 すっきりサロン
23 木 よちよち
27 月 ４さいくらぶ
28 火 ねんね
２月８日（水）よちよちでぽこぽこへ

ぽこぽこは、親子ふれあいサークルです。
利根町公民館　午前 10 時 30 分～

２月 14 日（火）地域別の集い（布川・四季の丘地区）
　利根町民すこやか交流センター �午前 10 時～
２月 15 日（水）地域別の集い（上記以外の全地区）
　利根町生涯学習センター　午前 10 時～

年齢別サークルの対象年齢
すくすく：平成 23 年４月～平成 26 年３月生まれ　
＊今年度は、すくすく内で「４さいくらぶ」を開催
よちよち：平成 26 年４月～平成 27 年３月生まれ
ねんね ：平成 27 年４月～平成 27 年 12 月生まれ　
赤ちゃん：平成 28 年１月生まれから　
＊マタニティさんは、赤ちゃんの日やねんねの

日に遊びに来てお母さんたちや小さいお子さ
んたちとふれあってください。

みんなでどんぐり拾いに行きました。
今年は例年に比べるとどんぐりの実が少
なかったようです。それでもお友達と一
緒に見つけては声をあげて喜んでいまし
た。

親子ふれあいサークルの「ぽこぽこ」へ
遊びに行きました。毎回楽しい企画でみ
んなを楽しませてくれます。
今回は、お買いものごっこがテーマでし
た。

　明けましておめでとうございま
す。皆さんは今年はどんな年にし
たいですか？皆さんが、健康で事
故やけがのない明るい一年になり
ますように。今年もよろしくお願
いします。
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最
近
、県
内
の
高
齢
者
宅
に
、

役
所
や
年
金
事
務
所
な
ど
の
職

員
を
装
っ
て
「
医
療
費
や
保
険

料
（
税
）
の
還
付
が
あ
り
ま
す
」

な
ど
、
お
金
が
返
還
さ
れ
る
か

の
よ
う
に
偽
り
、
現
金
を
だ
ま

し
取
る
「
還
付
金
詐
欺
」
の
電

話
が
多
く
か
か
っ
て
き
て
い
ま

す
。

犯
罪
の
手
口

　

役
所
や
年
金
事
務
所
、
税
務

署
等
の
公
共
機
関
を
装
っ
て
電

話
を
か
け
「
税
金
や
医
療
費
等

を
返
還
し
ま
す
」、「
還
付
金
が

あ
り
ま
す
」、「
後
ほ
ど
銀
行
か

ら
連
絡
が
あ
り
ま
す
」
な
ど
と

い
っ
て
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
（
現
金
自
動

預
払
機
）
に
誘
導
し
、
言
葉
巧

み
に
操
作
を
指
示
し
て
、
お
金

を
振
り
込
ま
せ
ま
す
。

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

・
役
所
や
年
金
事
務
所
な
ど
で

は
、
還
付
す
る
際
に
Ａ
Ｔ
Ｍ

で
の
操
作
を
求
め
る
こ
と

は
、
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
ご
本
人
か
ら
の
申
請

書
や
、
役
所
か
ら
の
通
知
が

な
く
、
電
話
だ
け
で
連
絡
す

　

全
国
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

等
に
寄
せ
ら
れ
る
相
談
を
み
る

と
、
20
歳
に
な
っ
た
若
者
（
成

人
）
か
ら
の
相
談
件
数
は
未
成

年
者
と
比
べ
て
多
く
、
そ
の
契

約
金
額
も
高
額
で
す
。
そ
こ
で

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
次

の
よ
う
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ

て
い
ま
す
。

る
こ
と
も
絶
対
に
あ
り
ま
せ

ん
。

・
還
付
金
が
あ
る
か
ら
と
言
っ

て
、
相
手
の
言
う
こ
と
を
信

用
せ
ず
、
役
所
や
年
金
事
務

所
な
ど
に
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
求
め

る
電
話
は
「
詐
欺
」
と
考

え
、
相
手
が
伝
え
た
電
話
番

号
に
は
連
絡
せ
ず
、
す
ぐ
に

最
寄
り
の
警
察
に
相
談
す
る

か
「
１
１
０
番
」
通
報
し
て

く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

役
場
保
険
年
金
課

℡
68

－

２
２
１
１

（
内
線
２
４
８
・
２
５
５
・

２
５
６
・
２
３
９
）

還
付
金
詐
欺
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

若
者
の
消
費
者
ト
ラ

ブ
ル
に
ご
注
意
！

①
契
約
責
任
を
負
う
成
人
で
あ

る
こ
と
を
自
覚
し
、
安
易
な

気
持
ち
で
契
約
し
な
い

　

未
成
年
者
の
場
合
、
親
権
者

の
同
意
な
く
行
っ
た
契
約
に
つ

い
て
、
原
則
契
約
を
取
り
消
す

こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
満
20
歳

を
迎
え
る
と
、
代
金
支
払
い
義

務
な
ど
を
負
い
ま
す
。
安
易
な

気
持
ち
で
契
約
す
る
こ
と
は
や

め
ま
し
ょ
う
。

②
簡
単
に
大
金
を
得
る
こ
と
は

通
常
あ
り
得
え
な
い
、
う
ま

い
話
に
は
飛
び
つ
か
な
い

　

業
者
の
甘
い
言
葉
を
う
の
み

に
せ
ず
、
身
内
や
友
人
に
相
談

を
す
る
な
ど
、
い
っ
た
ん
冷
静

に
な
っ
て
考
え
ま
し
ょ
う
。

③
「
今
日
な
ら
安
く
な
る
」
な

ど
と
言
わ
れ
て
も
そ
の
場
で

契
約
は
し
な
い

　

業
者
に
せ
か
さ
れ
る
ま
ま
高

額
な
契
約
を
す
る
こ
と
は
非
常

に
危
険
で
す
。
契
約
す
る
か
ど

う
か
迷
う
場
合
も
、
そ
の
場
で

す
ぐ
に
契
約
を
す
る
の
は
や
め

ま
し
ょ
う
。

④
安
易
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
を

し
な
い
、
借
金
を
し
て
ま
で

契
約
し
な
い

　

自
分
の
支
払
い
能
力
を
超
え

た
借
金
は
こ
れ
か
ら
の
生
活
を

脅
か
し
ま
す
。
借
金
を
し
て
ま

で
安
易
に
契
約
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。

⑤
業
者
と
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
た

ら
、
最
寄
り
の
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
に
相
談
し
ま
し
ょ
う

　

契
約
に
よ
っ
て
は
取
り
消
し

や
解
約
が
で
き
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
自
分
で
抱
え
込
ま
ず
、

早
め
早
め
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

▽
相
談
窓
口

役
場
経
済
課　

消
費
生
活
相

談
窓
口

℡
68

－

２
２
１
１

（
内
線
３
２
６
）

毎
週
水
曜
日　

午
前
10
時
～
正

午
、
午
後
１
時
～
５
時

水
曜
日
以
外
は
、
茨
城
県
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
へ

℡
０
２
９

－

２
２
５

－

６
４
４

５月
～
金
曜
日
、
日
曜
日

午
前
９
時
～
午
後
５
時

土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
消
費
者

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
１い

８や

８や

番
で
相

談
窓
口
を
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
近
隣
市
町
村
へ
の
ご

相
談
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

東京電力パワーグリッドからのお知らせ
切れた電線にはさわらないで！
　積雪の影響による樹木接触・樹木倒壊などにより、電線が切れてしまう場合があります。
　切れてたれ下がっている電線には、絶対に手を触れないでください。電線に樹木や看板、アンテナなどが
接触している場合もたいへん危険です。見つけたら、すぐに東京電力パワーグリッドへご連絡ください。
東京電力パワーグリッド　℡０１２０－９９５－００７　

　　※ 0120 番号をご利用になれない場合　℡０３－６３７５－９８０３（有料）
停電情報は、東京電力パワーグリッドホームページより確認いただけます。
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やさしく

かしこく

たくましく

創立百二十八年

【児童数】　１９４名（11/1 現在）
【職員数】　　２６名
【学級数】１～６年生　各１学級ずつ
　　　　　特別支援学級２学級　計８学級

教育目標
自ら学び、心豊かにたくましく生きる子どもの育成
「知」、「徳」、「体」のバランスのとれた児童を育てる
ために行ってきた活動の様子を紹介いたします。

１年生をむかえる会

直接体験を通しての校外学習

町陸上記録会への参加

たてわり班による異学年との遊び

ペアやグループを通しての学び合い

全力で取り組んだ春の運動会

笑顔のあいさつ運動

ICT機器を使っての自主的な学び

持久走大会に向けた
休み時間の練習

利根町立文小学校利根町立文小学校

みんなで力を合わせてがんばるぞ！

スーパーの裏側は
こうなっているのか

なるほど、
そうやれば
いいんだね。

学校紹介
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町の話題

秋
の
叙
勲

　

町
内
か
ら
次
の
方
々
が
受
章

さ
れ
ま
し
た
。

◇
瑞
宝
双
光
章
◇

　
久く

野の

　
邦く

に

男お

さ
ん（

布
川
）

元
警
視
庁
警
部

　

昨
年
11
月
６
日（
日
）、
利

根
中
学
校
体
育
館
に
お
い
て
、

第
33
回
利
根
町
長
杯
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
（
利
根
町
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
連
盟
主
催
）
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、11
チ
ー
ム
が
参
加
。

取
手
市
、
守
谷
市
、
龍
ケ
崎

市
、
牛
久
市
、
河
内
町
、
千
葉

県
我
孫
子
市
か
ら
の
チ
ー
ム
を

招
き
、ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
、

２
セ
ッ
ト
先
取
に
よ
る
試
合
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
選
手
は
、
日

ご
ろ
練
習
し
て
き
た
力
を
発
揮

し
試
合
に
臨
み
、
プ
ロ
並
み
の

ス
パ
イ
ク
や
ク
イ
ッ
ク
プ
レ
ー

を
見
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

　

見
事
平
成
28
年
度
の
町
長
杯

　

昨
年
11
月
10
日（
木
）、
利

根
町
公
民
館
に
お
い
て
、
利
根

町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催
に

よ
る
「
第
８
回
演
芸
大
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
２
８
０
名
の
参
加

が
あ
り
、
各
老
人
ク
ラ
ブ
の
芸

能
発
表
を
楽
し
み
ま
し
た
。
舞

踊
や
合
唱
、
カ
ラ
オ
ケ
や
楽
器

演
奏
な
ど
多
彩
な
演
目
が
披
露

さ
れ
、
出
演
者
と
参
加
者
が
一

体
と
な
っ
て
盛
り
上
が
り
、
会

場
内
は
活
気
に
あ
ふ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
各
老
人
ク

ラ
ブ
会
員
の
相
互
交
流
を
深
め
、

生
き
が
い
や
健
康
づ
く
り
、
そ

し
て
仲
間
づ
く
り
の
場
と
な
っ

て
い
ま
す
。

○
利
根
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

で
は
誰
も
が
楽
し
め
る
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

　

お
近
く
の
老
人
ク
ラ
ブ
へ
加

入
す
る
こ
と
で
各
種
イ
ベ
ン
ト

へ
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

老
人
ク
ラ
ブ
に
加
入
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

　

役
場
福
祉
課

　

℡
68

－

２
２
１
１

（
内
線
３
４
１
）

利
根
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

－

演
芸
大
会
が
開
催
さ
れ
る

－

◇
瑞
宝
単
光
章
◇

　
和わ

田だ

　
純じ

ゅ
ん

二じ

さ
ん（

立
木
）

元
警
視
庁
警
部
補

熱
い
闘
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る

利
根
町
長
杯

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
開
催

　
佐さ

藤と
う

　
保や

す

男お

さ
ん（

早
尾
）

元
警
視
正

を
手
に
し
た
の
は
、
千
葉
県
我

孫
子
市
の
チ
ー
ム
「
み
ど
り
ク

ラ
ブ
」、
準
優
勝
は
牛
久
市
の

チ
ー
ム
「Ｌ

et´
s

」
で
し
た
。

利
根
町
の
チ
ー
ム「
Ｔ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
」

は
残
念
な
が
ら
一
回
戦
で
我
孫

子
市
の
「
白
山
ク
ラ
ブ
」
に
負

け
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
来
年

度
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

△笑顔で喜ぶ「みどりクラブ」の皆さん

△心を癒すハンドベルの音色

△コート奥側「TONE」チーム

△

息
を
合
わ
せ
て
民
謡
を
熱
唱
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昨
年
11
月
12
日（
土
）、
文

間
小
学
校
（
浅あ

さ

野の

恵け
い

次じ

校
長
）

に
お
い
て
「
も
ん
ま
っ
こ
ま
つ

り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ま
つ
り
は
、
子
ど
も
た

ち
の
日
ご
ろ
の
学
習
成
果
を
保

護
者
の
方
や
地
域
の
方
に
披
露

し
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
見

て
も
ら
お
う
と
開
催
し
て
い
ま

す
。

子
ど
も
た
ち
が
保
護
者
や

　

地
域
の
方
々
に
感
動
を
！

平
成
28
年
度

も
ん
ま
っ
こ
ま
つ
り
開
催

全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
空
手
道

選
手
権
大
会
出
場
が
決
ま

り
利
根
町
長
を
表
敬
訪
問

『
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
聴
く

ジ
ブ
リ
音
楽
＆
名
曲
ク
ラ

シ
ッ
ク
』
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
催

健
や
か
な
成
長
を
祝
う

七
五
三
合
同
参
拝

　

最
初
に
４
年
生
が
、
総
合
的

な
学
習
の
時
間
の
中
で
利
根
地

固
め
唄
保
存
会
の
皆
さ
ん
に
教

え
て
い
た
だ
い
た
、
町
に
伝
わ

る
「
利
根
地
固
め
唄
」（
茨
城

県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
）
を

見
事
に
演
じ
ま
し
た
。
次
に
１

年
生
か
ら
３
年
生
に
よ
る
音
楽

劇
「
く
じ
ら
ぐ
も
」
を
歌
と
セ

リ
フ
で
表
現
し
ま
し
た
。ま
た
、

５
年
生
は
、
太
鼓
と
息
の
あ
っ

た
南
中
ソ
ー
ラ
ン
を
力
強
く
踊

り
、
６
年
生
が
披
露
し
た
合
奏

と
合
唱
で
は
会
場
が
感
動
に
包

ま
れ
て
い
ま
し
た
。
最
後
に
児

童
全
員
で
「
つ
ば
さ
を
く
だ
さ

い
」
を
合
唱
し
、
保
護
者
や
地

域
の
方
々
が
子
ど
も
た
ち
の
一

生
懸
命
な
発
表
を
観
覧
し
、
感

動
し
な
が
ら
大
き
な
拍
手
で
子

ど
も
た
ち
を
称
え
ま
し
た
。

　

第
10
回
Ｊ
Ｋ
Ｊ
Ｏ
全
日
本

ジ
ュ
ニ
ア
空
手
道
選
手
権
大
会

へ
出
場
が
決
ま
っ
た
選
手
達
が
、

昨
年
11
月
７
日（
月
）、
遠
山

町
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
利
根
町
か
ら
５

歳
か
ら
13
歳
ま
で
の
６
名
（
桜お

う

琳り
ん

塾じ
ゅ
く

）
が
出
場
す
る
こ
と
と
な

り
、
代
表
で
河か

わ

村む
ら

虎こ

徹て
つ

君
（
中

　

昨
年
11
月
13
日（
日
）、
布

川
神
社
に
お
い
て
平
成
28
年
度

布
川
神
社
七
五
三
合
同
参
拝

（
布
川
神
社
氏
子
主
催
）
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
穏
や
か
な
秋
晴
れ

で
、
境
内
に
は
丹
精
込
め
て
育

て
た
色
と
り
ど
り
の
菊
の
花
が

飾
ら
れ
参
拝
者
を
迎
え
て
い
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を

　

昨
年
11
月
27
日（
日
）、
利

根
町
公
民
館
に
お
い
て
、
利
根

町
公
民
館
・
秋
の
コ
ン
サ
ー
ト

実
行
委
員
会
主
催
の
『
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
で
聴
く
ジ
ブ
リ
音
楽
＆

名
曲
ク
ラ
シ
ッ
ク
』
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

Ｎ
響
団
友
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ

△表敬訪問をした子どもたち（前列）

△

御
祈
祷
後
、
皆
で
記
念
写
真
を
と
り

ま
し
た

△

１
年
～
３
年
生
に
よ
る
音
楽
劇

△

ジ
ブ
リ
の
曲
が
歌
入
り
で
披
露
、
会

場
の
皆
さ
ん
も
一
緒
に
歌
い
ま
し
た

学
の
部
）
が
町
長
に
「
大
会
に

向
け
て
、
頑
張
り
ま
す
」
と
意

気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
惜
し
く
も
２
回

戦
ま
で
と
な
り
ま
し
た
が
、
大

会
に
出
場
し
た
経
験
を
活
か
し

て
今
後
の
活
躍
に
期
待
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

願
い
宮
司
さ
ん
よ
り
御
祈
祷
を

受
け
ま
し
た
。
参
拝
後
、
成
長

し
た
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
写

真
を
何
枚
も
撮
る
姿
が
見
ら
れ

ま
し
た
。

Ｇ
）
に
よ
る
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
に

慣
れ
親
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め

の
音
楽
鑑
賞
会
と
題
し
、
小
さ

い
お
子
さ
ん
を
含
め
約
４
０
０

名
が
会
場
を
埋
め
尽
く
し
ま
し

た
。

　

ジ
ブ
リ
音
楽
で
は
、
皆
が
聴

い
た
こ
と
の
あ
る
曲
が
演
奏
さ

れ
、
体
で
リ
ズ
ム
を
と
っ
た

り
、
口
ず
さ
ん
だ
り
す
る
様
子

も
見
ら
れ
ま
し
た
。
演
奏
終
了

後
に
は
、
観
客
か
ら
盛
大
な
拍

手
が
会
場
内
に
響
き
わ
た
り
ま

し
た
。
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保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
℡
（
68
）
８
２
９
１

　

骨
の
健
康
は
外
か
ら
で
は
分

か
り
ま
せ
ん
。
一
見
、
骨
太
で

健
康
そ
う
に
見
え
て
も
、
骨
の

中
は
ス
カ
ス
カ
な
状
態
に
な
っ

40
・
45
・
50
・
55
・
60
・
65
・
70
歳
の
女
性
の
皆
さ
ん
！ 

『
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
』
の
受
診
対
象
で
す
。

て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
節

目
年
齢
を
迎
え
た
こ
の
機
会
に
、

ぜ
ひ
自
分
の
骨
密
度
を
チ
ェ
ッ

ク
し
ま
し
ょ
う
。

　

町
で
は
、婦
人
科
（
乳
が
ん
・

子
宮
が
ん
）
医
療
機
関
検
診
を

受
け
る
方
へ
、
検
診
料
金
の
助

成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

利
根
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

健
康
増
進
係

　

大
腸
が
ん
検
診
は
、
２
日
間

の
便
を
と
っ
て
、
提
出
す
る
簡

単
な
検
査
で
す
。

【
対
象
と
な
る
方
】

　

40
歳
以
上
の
方

　

検
診
は
年
度
内
１
回
で
す
。

【
検
診
方
法
】

　

検
便（
便
潜
血
検
査
２
日
法
）

【
検
体
容
器
配
布
場
所
】

　

利
根
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

＊
容
器
を
使
用
し
な
か
っ
た
場

合
は
、
ご
返
却
く
だ
さ
い
。

【
検
体
提
出
に
つ
い
て
】

　

１
月
23
日（
月
）
～
27
日（
金
）

　

２
月
20
日（
月
）
～
24
日（
金
）

【
受
付
時
間
】

　

午
前
９
時
～
正
午

【
提
出
場
所
】

　

利
根
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
詳
細
は
、
検
体
容
器
と
一
緒

に
お
渡
し
す
る
大
腸
が
ん
検

診
の
説
明
書
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

今
年
度
最
終
！
大
腸
が
ん
検

診
の
お
知
ら
せ

平
成
28
年
度
最
終
と
な
り
ま

す
。
ま
だ
受
け
て
い
な
い
方

は
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
！

婦
人
科
医
療
機
関

検
診
の
ご
案
内

【
受
診
券
発
行
期
間
】

 

２
月
28
日（
火
）ま
で
！！

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日

を
除
く
）

申 込 み 方 法

受付期間　１月２４日（火）～２７日（金）
　　　　　午前８時４５分～正午、午後１時～５時
電話予約　利根町保健福祉センター健康増進係　
　　　　　℡６８－８２９１

対 象 者

４０・４５・５０・５５・６０・６５・７０歳の女性。
【該当者生年月日】昭和５１年４月２日～昭和５２年４月１日

昭和４６年４月２日～昭和４７年４月１日
昭和４１年４月２日～昭和４２年４月１日
昭和３６年４月２日～昭和３７年４月１日
昭和３１年４月２日～昭和３２年４月１日
昭和２６年４月２日～昭和２７年４月１日
昭和２１年４月２日～昭和２２年４月１日

検 診 日 ２月１６日（木）・１７日（金）
検診受付時間 ①午前８時４５分～９時　②午前９時１５分～９時３０分

講 座 の 内 容

※結果が出るまでの時間を活用し、予防教室を行います！
１．元気な骨を作るための食事とは？
２．骨を作る・骨を支える運動をしてみましょう
３．皆さんの結果はいかがでしたか？
　　～結果表の見方～　

＊利根町ヘルスメイトによる試食の提供もあります！
検 診 料 金 １，２００円（生活保護世帯の方は無料）
検 診 会 場 利根町保健福祉センター

検査方法 子宮頚部細胞診 子宮体部細胞診

対 象 者 ２０歳以上の方 ３５歳以上で、医師の問診に
て該当する方

自己負担金 ２，４００円 ３，８００円

検査方法 超音波検査 マンモグラフィ検査

対 象 者 ３０～３９歳
４０～６４歳の偶数年齢

４１歳以上の奇数年
齢

自己負担金 １，１００円

１，０００円
※４０歳代の方は、
２方向撮影のため
１，６００円

【子宮がん検診】

【乳がん検診・女性】
【
申
し
込
み
方
法
】

　

利
根
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

に
て
、受
診
券
を
発
行
し
ま
す
。

身
分
証
明
書
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
と
も
、

年
度
内
１
回
の
検
診
が
受
け
ら

れ
ま
す
。（
集
団
検
診
を
含
む
）

【
検
診
受
診
期
間
】

　

２
月
28
日（
火
）
ま
で

２０～３０代に急増中！

女性がかかるがんの中で
最も多い !



平成 29 年１月（№ 634）19

各 種 相 談 な ど

名　　称 日　　程 受　付　時　間 内 容 ・ 予 約 方 法 場所

育児相談
ワイワイサロン
食育広場

２月７日（火） 午前10時～11時

全乳幼児対象。
保健師相談・栄養相談（育児相談）は、
当日の受付順
乳幼児親子の遊び場（ワイワイサロン） 利

根
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

ヘルシー相談
１月17日（火）
２月２日（木）

午前9時～11時30分のう
ちの予約した時間

管理栄養士による健康・栄養相談
前日までに予約

口腔相談 ２月８日（水）
午前10時～午後2時30分
のうちの予約した時間

歯科衛生士による口腔機能相談
前日までに予約

もの忘れ相談 １月24日（火）
午後1時～3時30分のう
ちの予約した時間

もの忘れの気になる方等の相談
前日までに予約

精神保健相談 ２月14日（火）
午後1時30分～3時のう
ちの予約した時間

専門職による相談
１週間前までに予約　

　

今
年
度
３
回
目
の
講
座
は

「
認
知
症
の
症
状
と
対
応
の
仕
方
」

に
つ
い
て
で
す
。
周
り
の
理
解

が
あ
れ
ば
、
認
知
症
に
な
っ
て

も
進
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
や
、

そ
の
人
ら
し
い
生
活
を
長
く
送

る
手
助
け
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

２
つ
目
の
講
演
は
、
音
楽
療

法
の
体
験
を
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
利
根
町
で
、
も
の
忘
れ
予

防
の
た
め
の
音
楽
療
法
（
介
護

予
防
教
室
）
の
講
師
を
さ
れ
て

い
る
先
生
で
す
。
皆
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
日
時
】
１
月
27
日（
金
）

午
前
10
時
～
正
午

（
受
け
付
け　

午
前
９
時
40

分
～
）

【
会
場
】
利
根
町
公
民
館　
　

　

１
階
多
目
的
ホ
ー
ル

【
講
師
・
内
容
】

①
講
師
：
筑
波
大
学　

新あ
ら

井い

哲て
つ

明あ
き

教
授

『
認
知
症
の
症
状
と
対
応
の

仕
方
』

平
成
29
年
度
利
用
者
の
募
集

【
利
用
希
望
受
け
付
け
】

　

１
月
18
日（
水
）
～

※
毎
月
12
名
程
度
を
随
時
受
け

付
け
し
ま
す
。

【
予
約
受
付
方
法
】

①
利
根
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
、
個
別
調
査
用
紙
（
健
康

状
態
等
）
に
記
入
し
提
出
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

第
54
回
も
の
忘
れ
予
防
講
座

の
お
知
ら
せ

は
つ
ら
つ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

“
利
用
者
募
集
の
お
知
ら
せ
”

②
講
師
：
音
楽
療
法
学
会
音
楽

　

療
法
士 

宇う

津つ

野の 

裕ゆ
う

子こ

先
生

『
歌
っ
て
お
ど
っ
て
頭
の
体

操
！
～
も
の
忘
れ
予
防
の
た

め
の
音
楽
療
法
～
』

※
今
回
、
フ
リ
フ
リ
グ
ッ
パ
ー

体
操
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
申
し
込
み
不
要
。
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

利
根
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

い
き
が
い
支
援
係

℡
68

－

８
２
９
１

②
後
日
、
説
明
会
ま
た
は
理
学
療
法
士
の

面
接
を
受
け
ま
す
。

③
順
次
、
予
約
で
運
動
を
開
始
し
ま
す
。

は
つ
ら
つ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

【
内
容
】

４
種
類
の
介
護
予
防
器
具
を
使
用

し
た
自
主
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
す
。

【
目
的
】

体
力
・
運
動
能
力
の
向
上
を
目
指

し
、
加
齢
に
伴
う
筋
力
低
下
や
転

倒
予
防
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

【
対
象
】

65
歳
以
上
で
利
根
町
に
住
所
を
有

し
、
運
動
制
限
が
な
い
方
。

【
利
用
日
】

　

月
～
金
曜
日
の
午
前
中

【
利
用
回
数
】

　

週
１
回
程
度
（
要
予
約
）

【
利
用
期
間
】
１
年
間

【
利
用
料
金
】
１
回
１
０
０
円

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

利
根
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

い
き
が
い
支
援
係
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■　ひとり親家庭で小学校新入学
児童に対する入学祝品の贈呈
について

　茨城県母子寡婦福祉連合会か
ら、平成 29 年度に小学校に入学
するひとり親家庭（母子家庭・父
子家庭）のお子さんに、入学祝品

（学用品）を贈呈します。該当児
童のいるひとり親家庭で祝品を希
望される保護者の方は、お子さん
の住所、氏名、性別、生年月日、
保護者名、連絡先を 1 月 31 日

（火）までに役場子育て支援課　
子ども福祉係《☎ 68-2211（内線
334）》までお申し出ください。
問 茨城県母子寡婦福祉連合会
　☎ 029-221-7505

■　認知症を学びましょう！

～認知症サポーター養成講座～
　認知症の方とその家族が、住み
なれた地域で生活を続けていける
ように。
　悩みを誰かに打ち明けて、地域
があたたかく見守ることができる
ように、認知症という病気につい
て正しく理解し、接し方を学んで
みませんか？
▶日時
　２月１日（水）午前 10 時～
▶会場
　役場５階　5-A 会議室
▶申し込み方法

1 月 31 日（火）までに利根町地
域包括支援センターまでお申し
込みください。

申・問 利根町地域包括支援セン
　ター（役場福祉課内）
　☎ 68-2211（内線 348）

△昨年 7月に実施した時の様子

■　シルバーリハビリ体操
講演会のお知らせ

　利根町では、平成 16 年に介護
予防を推進するためにシルバー
リハビリ体操指導士が誕生しま
した。活動を開始してから 12 年
が経過し、平成 27 年度には参加
者は年間延べ 16,000 人超となり、
その効果は顕著に表れています。
　今回、同体操を考案された大田
仁史先生と研究員の小澤多賀子先
生の講演を次の通り開催します。
皆さまのご参加をお待ちしており
ます。
▶日時
　2 月 16 日（木）
　午後 1 時 30 分～ 3 時 40 分
▶場所
　利根町公民館  1 階多目的ホール
▶対象
　利根町民
▶内容・講師
①「異次元」の高齢社会を乗り
切る！
～切り札は、自助・公助・ネッ
トワーク～
茨城県立健康プラザ　管理者
　大

おお

田
た

仁
ひと

史
し

先生
②「介護予防のあらたな展望」
～シルバーリハビリ体操の効果
と発展～
茨城県立健康プラザ　研究員
　小

こ

澤
ざわ

多
た

賀
か

子
こ

先生
※申し込みは不要です
問 利根町保健福祉センター
　いきがい支援係　☎ 68-8291

■　家族介護教室・権利擁護
　　学習会

家族の支援が望めないような高齢
者・障がい者への支援の学習会の
ご案内
　ひとり暮らしの高齢者や高齢者
のみの世帯が増加していく状況
で、家族の支援が望めないような
中ご本人が病院への入院や施設に
入所するとき、手術を受けること
になったとき、また、亡くなった
後の問題などさまざまな場面での

課題の支援について、次のとおり
学習会を開催いたしますので、お
知らせいたします。
▶日時
　１月 27 日（金）
　午後１時 30 分～
　（開場　午後０時 30 分）
▶場所
　利根町図書館  2 階多目的ホール
▶講師
　法テラス牛久法律事務所
　弁護士　漆

うるし

川
かわ

雄
ゆう

一
いち

郎
ろう

先生
▶入場料
　無料
問 利根町地域包括支援センター
　（役場福祉課内）
　☎ 68-2211（内線 348）

■　介護者リフレッシュ交流会の
ご案内

　「介護者のつどい」では、　介護
者同士が集まり、毎月、座談会や
食事会等を通じて情報交換を行
い、互いの交流を行っています。
　このたび、介護者リフレッシュ
交流会を次のとおり開催いたしま
す。お気軽にご参加ください。
▶日時
　２月８日（水）

利根町保健福祉センター　午前
９時出発、午後５時帰町予定

▶場所
　千葉県鋸南町・木更津市方面
▶交通
　町バス利用
▶参加費
　昼食代、入場料など実費負担
▶申し込み方法

1 月 27 日（金）までに利根町地
域包括支援センターまでお申し
込みください。

申・問 利根町地域包括支援セン
　ター（役場福祉課内）
　☎ 68-2211（内線 348）

INFORMATIONINFORMATION …問い合わせ先 …申し込み先
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■　無料法律相談のお知らせ

▶日時
　2 月 6 日（月）
　午前 9 時～午後 1 時
▶相談内容

借金問題、離婚、相続・贈与の
問題、土地（借地）・建物のトラ
ブル、境界争い、夫婦・親子な
ど家庭内の問題、近隣とのトラ
ブル、セクハラ、ＤＶ問題、交
通事故などでお困りの方の相談

▶相談受付件数
　12 件まで（一人 20 分程度）
▶相談員
　町で委託の弁護士
▶申し込み方法

相談日前日までの電話予約とし
ます。ただし、当日空きがある
場合は、当日でも受け付けいた
します。

問 役場福祉課　社会福祉係
　 ☎ 68-2211（内線 335）

■　行政書士無料相談会

　事前予約は不要です。
▶日時
　2 月 12 日（日）午後１時～３時
▶会場
　龍ケ崎市市街地活力センター
　「まいん」２階
▶相談内容

相続、遺言、農地転用、入国管
理各種許可申請手続他

▶相談員　龍ケ崎市・利根町・河
内町在住の行政書士数名

問 佐川　☎ 0297-66-2243

■　生活困窮者自立相談
　　支援窓口のご案内

　茨城県では、生活保護に至る前
の段階の、生活にお困りの方に対
し、自立相談支援窓口を開設して
います。働きたくても仕事が見つ
からない、家賃が払えないなどの
お困りごとを一人で抱え込まず、
ご相談ください。
▶相談窓口

茨城県県南県民センター
☎ 029-822-7241（土・日曜日、祝
日を除く午前 8 時 30 分～午後
5 時 15 分）

■　茨城県竜ケ崎保健所から
　　お知らせ

〇ひきこもり専門相談と家族ミー
　ティングのお知らせ
　ひきこもり状態にある方を抱え
る家族等を対象に、心理士、保健
師等がかかわり方の助言を行いま
す。
　また、家族同士の交流ならびに
家族がどのように本人に関わって
いくか、考える話し合いの場とし
て家族グループミーティングを
行っています。
　いずれも秘密は厳守されます。
※完全予約制
▶日時
　1 月 18 日（水）
・家族グループミーティング
　午前 10 時～正午　
・専門相談
　午後１時～

いずれも必ず事前に予約が必要
です。

▶場所
　茨城県竜ケ崎保健所
▶相談員
　心理士および保健師
（家族グループミーティングに
も参加します）

▶費用
　無料

〇県南地区薬物相談のお知らせ
　薬物依存症は、脳の病気であり、
罰では回復はしません。ご家族が
一生懸命に世話を焼きすぎるなど
共依存状態になっていると、ご本
人の回復が遠ざかります。ご家族
が依存症を正しく理解し、対処法
を学ぶことが、回復への近道です。
ぜひ、ご相談ください。
※予約制
▶日時
　1 月 20 日（金）

①午後 1 時～、②午後 2 時 30

分～
▶場所
　茨城県竜ケ崎保健所
▶内容
　薬物に関する個別相談
▶相談員
　茨城県精神保健センター職員
▶主催
　茨城県精神保健福祉センター

〇精神保健相談のお知らせ
▶日時
　1 月 17 日（火）午後 2 時～ 4 時、
　2 月１日（水）午後 3 時～ 5 時
▶場所
　茨城県竜ケ崎保健所  1 階相談室
▶対象者

精神症状のある患者の家族、本
人

▶相談員
　医師および保健師
申・問 茨城県竜ケ崎保健所
　保健指導課☎ 0297-62-2367
　（龍ケ崎市 2983-1）

■　あなたも里親になりませんか
　
　里親制度は、さまざまな事情に
より家庭での養育を受けることが
できない子どもたちを、里親さん
の家庭において、温かい愛情と家
庭的な雰囲気の中で養育していた
だく制度のことです。現在全国で
約 46,000 人の子どもたちが社会
的養護（公的な責任により養育す
る）のもとに暮らしていますが、
そのうち里親やファミリーホーム
で暮らす子どもは約 5,900 人で、
全体の 13％に満たない状況です。
茨城県では、子どもたちの健やか
な成長のために、里親制度を積極
的に推進しており、里親になって
いただける方を広く募集していま
す。養育の費用について負担した
り、里親支援専門相談員の配置や
里親会の支援なども行っています。
　里親制度に関心をお持ちの方
は、ぜひご連絡ください。
連絡先 茨城県土浦児童相談所
　☎ 029-821-4595

INFORMATIONINFORMATION …問い合わせ先 …申し込み先
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■　人工肛門・人工膀胱保有者の
ためのオストミー講習会のお
知らせ　

▶日時
　2 月 26 日（日）

午前 10 時～午後 2 時 30 分まで
（受け付け　午前 9 時 30 分～）

▶場所
つくば市「市民ホールやたべ」
2 階大会議室（つくば市谷田部
4711 番地）☎ 029-837-1131

▶内容
①講演会および相談。講師は、
筑波大学附属病院皮膚・排泄ケ
ア認定看護師　荒

あら

井
い

志
し

保
ほ

氏
②オストメイト同士の懇談会
③ストーマ用装具展示・説明

▶申し込み締切日　
　2 月 16 日（木）
▶主催
　（公社）日本オストミー協会
　茨城支部
申・問 （公社）日本オストミー

協会茨城支部　北村☎ 029-876-
6838

■　とね七福神めぐりの
　　お知らせ

　新春恒例第 25 回七福神めぐり
（ウオーキング）を開催いたしま
す。皆さま奮ってご参加ください。
▶日時
　１月 22 日（日）
　※雨天の場合は中止
▶集合場所
　利根町公民館駐車場
▶集合時間
　午前 8 時 30 分（午前 9 時出発）
▶コース

利根町公民館～布川　徳
とく

満
まん

寺
じ

～
同　来

らい

見
けん

寺
じ

～同　布川神社～羽
中　応

おう

順
じゅん

寺
じ

～立木　蛟
こう もう

神
じん

社
じゃ

（門の宮）～同　円
えん

明
みょう

寺
じ

～早尾
早
はや

尾
お

天
てん

満
まん

宮
ぐう

～利根町公民館（全
約 13㎞）

▶参加費
　300 円
▶主催
　利根ライオンズクラブ

問 大越☎ 68-7888
　 花嶋☎ 090-3243-5645

■　第 15 回　新春書展
　　開催のお知らせ

　
　新春を飾る書道展として毎年開
催されてきた「翠

すい

陽
よう

会
かい

・香
か

陽
よう

会
かい

」
グループの作品展。生涯学習教室
からの出発でしたが、今年で 15
回目を迎えます。
　今年のテーマコーナーとして
は、現代日本文学における先駆・
中核者である夏目漱石（生誕 150
年、没後 100 年）について俳句を
取り上げました。
　また、第 2 のテーマとして、掛
軸作品の表現に挑戦しておりま
す。
　ぜひご高覧いただき、ご感想な
どいただければ幸いです。
▶会期
　1 月 21 日（土）～ 31 日（火）

午前 9 時～午後 5 時（最終日
31 日は午後 3 時まで）
※１月 22 日（日）・29 日（日）
は休館

▶場所
　利根町役場　１階多目的ホール
問 宮久保☎ 68-4514

■　歌謡コーラス
　　バンドメンバー
　　募集！

　歌謡コーラスバンドでは、メン
バーを募集します。（男性・女性）
一緒に音楽を楽しみませんか。一
度見学にいらしてください。
▶練習日
　毎週日曜日、午後１時～５時
▶練習場所

利根町生涯学習センター　2 階
音楽室
☆管楽器・弦楽器・鍵盤楽器・
打楽器など

問 斉藤☎ 68-3682

■　利根町図書館イベント

映画会
　「僕の村は戦場だった」
 （1962 年　旧ソ連）
主演　ニコライ・ブルリャーエフ
ヴェネツィア国際映画祭金獅子賞
受賞作品。
　ナチスドイツによって美しい故
郷の村は戦火に踏みにじられ一人
残された 12 歳の少年は危険を冒
して敵陣に潜入し・・・。
▶日時
　１月 28 日 （土）午後１時～
▶場所
　利根町図書館  2 階多目的ホール
▶入場料　無料

図書館カレンダー
　2 月

特別整理期間のお知らせ

　2 月 6 日（月）から 10 日（金）まで、
特別整理期間のため休館となります。
その期間は貸し出しなどの館内利用が
できませんので、ご了承ください。
　特別整理期間は、図書の整理を目的
として、毎年１回実施しています。
　利用者の皆さまの、ご理解とご協力
をお願いします。

問 利根町図書館
　☎ 68-8868

INFORMATIONINFORMATION …問い合わせ先 …申し込み先

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28

休館日
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■　龍ケ崎地方家族会（ピア・か
たつむり）定例会のお知らせ

　ピア・かたつむりでは、精神障
害の当事者を持つ保護者やきょう
だいが集まり、毎月第１土曜日に

「家族を支える会」を開催してい
ます。この会は、家族や親族だけ
が参加できる会で、専門家を講師
に迎え、病気や福祉制度について
の勉強のほか、安心して悩みを話
し合い、多くの参考意見が聞ける
場です。ご参加お待ちしておりま
す。事前申し込み不要、　開催日、
場所については「広報とね」で随
時お知らせします。
▶日時　２月４日（土）
　午後１時 30 分～３時 30 分
▶場所
　龍ケ崎市民活動センター
　（龍ケ崎市馴馬町 2445）
▶対象地区
　利根町・龍ケ崎市・稲敷市・河
　内町・その他
▶主催　龍ケ崎地方家族会
　（ピア・かたつむり）
問 龍ケ崎地方家族会会長
　長瀬☎ 090-5425-2236

少年相談コーナー
　茨城県警察本部少年課では、
警察庁舎以外の場所に少年サ
ポートセンターを設置し、少年
相談コーナーを設けています。
　少年の非行問題、犯罪被害に
関し、少年自身、保護者、教育
関係等の方々から相談（面接、
電話、メール）に対応しています。
一人で悩まず気軽に相談してく
ださい。
相談・問い合わせ先
少年サポートセンター
〒 300-2642 つくば市高野 1197-20
豊里窓口センター内
☎ 029-847-0919
受け付け
月～金曜日
午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分

（夜間、土・日曜日は、留守番電
話となります）
ｅ keishonen@pref.ibaraki.lg.jp

■　平成 29 年度 ｢高齢者はつら
つ百人委員会｣ 委員募集

　県内５地域に、それぞれおおむ
ね 100 名の委員会を設置し、高齢
者自ら、健康・生きがいづくりに
関するさまざまな事業を企画・実
施します。
　皆さまのご応募お待ちしており
ます。
▶対象

県内在住のおおむね 60 歳以上
の方で、委員会の活動に出席で
きる方（条件あり）

▶任期
　平成 29 年 4 月～平成 31 年３月
▶応募締切日

2 月 28 日（火）（募集定員にな
り次第、締め切ります）

問 茨城わくわくセンター
　（県社会福祉協議会内）
　☎ 029-243-8989
　茨城県長寿福祉課
　☎ 029-301-3326

■　放送大学４月生募集

　放送大学では、平成 29 年度第
１学期（４月入学）の学生を募集
しています。
　放送大学はテレビなどの放送や
インターネットを利用して授業を
行う通信制の大学です。
　働きながら学んで大学を卒業し
たい、学びを楽しみたいなど、さ
まざまな目的で幅広い世代、職業
の方が学んでいます。
　心理学・福祉・経済・歴史・文
学・自然科学など幅広い分野を学
べます。
▶出願期間
　第１回目　2 月 28 日（火）まで、
　第 2 回目　3 月 20 日（月）まで。

資料を無料で差し上げます。お
気軽にご請求ください。

▶資料請求先
　放送大学茨城学習センター

☎ 029-228-0683、放送大学ホー
ムページでも受け付けておりま
す。

■　平成 29 年度
　　いばらき女性特派員募集

　茨城県では、女性の視点を取り
入れ、県民参加の開かれた広報活
動を推進するため「いばらき女性
特派員」を募集します。特派員の
方には、茨城県広報紙「ひばり」（毎
月発行、新聞折り込み全戸配布）
に掲載する記事の作成などを行っ
ていただきます。ご応募お待ちし
ております。
▶活動内容

広報紙「ひばり」に掲載する記
事の作成一人当たり２回を予
定、ツイッターで本県の情報発
信など

▶任期
平成 29 年 4 月上旬から平成 30
年 3 月 31 日までの約１年間

▶募集人員　４人
▶応募資格

茨城県在住の平成 29 年 4 月 1
日現在で満 20 歳以上の女性で、
公務員や議会の議員でない方。
取材先の要望する日時に応じて
取材できる方（平日の日中の取
材が主）。
　自分で自動車を運転し、取材
先に移動できる方（県内全域が
取材範囲）。

▶謝礼　年間６万円
▶応募方法　茨城県ホームページ

ＨＰ http//www.pref.ibaraki.jp/
より「平成 29 年度いばらき女
性特派員応募用紙」をダウン
ロードして、必要事項を記入し

「女性特派員に応募する理由」、
「地域の話題」をそれぞれ 400
字程度にまとめたものを添付し
て、郵送、電子メール、または
FAX で茨城県広報広聴課へお
申し込みください。

▶応募締切日　２月 10 日（金）
　※当日消印有効
申・問 茨城県広報広聴課

県民広報グループ（〒 310-8555
水戸市笠原町 978-6）☎ 029-301
-2128
ＦＡＸ 029-301-2168
ｅ koho3@pref.ibaraki.lg.jp

INFORMATIONINFORMATION …問い合わせ先 …申し込み先
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ぼうさい　掲示板『自助・共助・公助でつながる防災の和』

◎問い合わせ先　役場総務課　消防交通係　℡ ６８－２２１１（内線５０６）

健
康
教
室
取
手
市
医
師
会

℡
０
２
９
７
（
78
）６
１
１
１

　

親
知
ら
ず
は
、
18
歳
以
降
に

生
え
て
く
る
最
後
の
永
久
歯
で

す
。
最
近
、
親
知
ら
ず
が
生
え

て
こ
な
い
方
が
多
く
見
受
け
ら

れ
ま
す
。
ス
ペ
ー
ス
不
足
で
歯

が
出
て
こ
ら
れ
な
い
場
合
や
は

じ
め
か
ら
歯
が
欠
如
し
て
い
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

親
知
ら
ず
が
問
題
と
な
る
の

は
、
親
知
ら
ず
が
中
途
半
端
に

斜
め
に
生
え
て
い
る
場
合
で
、

し
っ
か
り
歯
が
磨
け
な
い
た
め

に
親
知
ら
ず
の
周
囲
の
歯
茎
が

腫
れ
た
り
、
ひ
ど
く
な
る
と
あ

ご
ま
で
腫
れ
て
く
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
親
知
ら
ず
の
手

前
の
歯
が
虫
歯
に
な
り
歯
が
痛

く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

症
状
が
な
く
て
も
歯
科
医
院

で
あ
ご
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
を

撮
っ
た
際
、
あ
ご
の
中
に
親
知

ら
ず
が
埋
も
れ
て
い
る
の
が
見

つ
か
っ
た
り
、
ま
れ
に
親
知
ら

ず
が
原
因
で
歯
の
周
り
の
骨
を

溶
か
す
腫
瘍
や
嚢の

う

胞ほ
う

な
ど
の
病

気
が
見
つ
か
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　

こ
の
場
合
放
っ
て
お
く
と
痛

み
が
出
た
り
、
あ
ご
が
腫
れ
て

き
た
り
し
ま
す
。

　

病
気
が
大
き
な
場
合
や
深
い

場
合
は
、
入
院
し
て
手
術
を
し

親
知
ら
ず
に
つ
い
て

て
取
り
除
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
あ
ら
か
じ
め
親
知
ら
ず

を
抜
い
て
お
け
ば
、
こ
の
病
気

は
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

症
状
が
な
く
て
も
定
期
的
に

歯
科
医
院
で
検
査
し
て
、
親
知

ら
ず
の
有
無
を
確
認
し
て
お
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

親
知
ら
ず
を
抜
く
必
要
が
あ

る
場
合
は
、
な
る
べ
く
若
い
と

き
で
き
れ
ば
20
歳
前
後
が
お
勧

め
で
す
。
歯
の
周
り
の
骨
が
ま

だ
柔
ら
か
く
比
較
的
容
易
に
抜

歯
が
可
能
で
す
。
若
い
時
の
方

が
抜
い
た
後
の
傷
の
治
り
が
早

い
で
す
。
ま
た
20
歳
前
だ
と
親

知
ら
ず
の
根
の
長
さ
が
短
い
た

め
、
抜
歯
後
の
あ
ご
の
神
経
障

害
が
少
な
い
で
す
。
年
を
と
る

と
あ
ご
の
骨
が
次
第
に
硬
く
な

る
た
め
、
骨
を
削
る
量
が
多
く

な
り
腫
れ
や
出
血
が
多
く
な
り
、

治
り
も
遅
く
な
り
ま
す
。
60
代

に
な
る
と
糖
尿
病
や
心
臓
、
腎

臓
の
病
気
が
増
え
、
全
身
的
な

リ
ス
ク
が
増
え
ま
す
。 

　

症
状
は
な
く
て
も
年
に
１
度

は
歯
科
検
診
を
お
こ
な
い
、
必

要
な
ら
あ
ご
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
写

真
を
撮
っ
て
も
ら
い
歯
に
異
常

が
な
い
か
確
認
さ
れ
る
と
良
い

と
思
い
ま
す
。
親
知
ら
ず
以
外

に
虫
歯
や
歯
周
病
が
発
見
で
き

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

○災害直後の行動が人命を救う！
　災害が発生したとき、国・県・町は、災害情報の
発信、避難所の開設、被災者の救出などのほか、生
活再建の支援等を行います。これを公助と呼びます。
　しかし、大規模な災害が発生した直後の人命救助
に限っては、公助による即時の対応は極めて困難で
す。そこで公助の活動が開始されるまでに力を発揮
するのが、自助と共助です。『自助・共助・公助』の
３助がひとつの和（輪）となり、個の力が町全体の
防災力を高めることになります。

自　助
　自らの身は自ら守ることで
す。主に事前の防災対策から、
他人に頼れない発災時に、災
害での命を左右するのは、自
助努力が重要です。

共　助
　個人や一家庭の力だけでは
どうにもならない状況におい
て隣近所同士、地域で力を合
わせ助け合うことです。特に、
発災直後に力を発揮し、避難
や後片付けにも有効です。

公　助
　町民の力では、どうにもな
らない状況での最後の受け皿
と言える存在であり、災害へ
の対応のほか、生活再建段階
で力になります。

防災・減災防災・減災

公助共助

自助

基
本
基
本
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□
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
中
は
、
会
員
各
位
、
行

政
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
支

援
・
ご
協
力
に
よ
り
恒
例
と
な

り
ま
し
た
町
内
共
通
商
品
券
も

大
変
ご
好
評
を
い
た
だ
き
、
大

き
な
効
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、ひ
な
飾
り
、

桜
ま
つ
り
、
地
場
産
業
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
、
地
蔵
ま
つ
り
な
ど

の
催
し
物
に
も
参
加
し
地
域
商

工
業
の
活
性
化
に
努
め
て
ま
い

り
ま
し
た
。
商
工
同
友
会
に
よ

る
町
内
小
学
校
３
校
の
グ
リ
ー

ン
カ
ー
テ
ン
事
業
も
、
大
変
ご

好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
事
業
活
動
を
、
皆
さ

ま
と
と
も
に
歩
む
商
工
会
と
し

て
今
後
も
活
動
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

さ
て
、
平
成
28
年
度
の
世
界

の
動
向
を
見
ま
す
と
、
グ
ロ
ー

バ
ル
化
に
よ
る
資
本
主
義
国
格

差
や
所
得
格
差
、
貧
富
の
拡
大

が
民
族
意
識
や
国
家
意
識
の
台

頭
を
生
み
、
イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｕ

脱
退
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
、
ア
メ
リ

カ
大
統
領
選
挙
に
み
ら
れ
る
よ

う
に
政
治
、
経
済
の
不
透
明
、

不
確
実
の
時
代
を
作
っ
た
要
因

の
一
つ
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
は
不
透
明
、
不

確
実
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
飛
躍

の
チ
ャ
ン
ス
も
増
え
、
多
く
の

こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
機
会

で
も
あ
り
ま
す
。
３
年
目
を
迎

え
ま
し
た
小
規
模
基
本
法
に
基

づ
く
持
続
化
補
助
や
助
成
制
度

を
活
用
し
て
、
新
規
事
業
へ
の

参
画
、
設
備
や
店
舗
改
装
な
ど

経
営
に
関
す
る
こ
と
を
経
営
指

導
員
が
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を

す
る
と
と
も
に
、
中
小
企
業
診

断
士
な
ど
の
専
門
家
の
助
言

制
度
を
積
極
的
に
活
用
し
て
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
会
員
の
皆
さ

ま
の
た
め
に
「
商
工
会
は
行
き

ま
す
・
聞
き
ま
す
・
提
案
し
ま

す
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
会
員
の

た
め
ま
た
、
地
域
振
興
の
一
助

と
し
て
の
活
動
に
、
職
員
一
同

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
は
酉
年
、
成
熟
の
年
と

も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
、
ま
す
ま
す
の

ご
活
躍
と
ご
健
勝
で
充
実
し
た

年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念

申
し
上
げ
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

　

利
根
町
商
工
会

　
　
　

会
長　

二
瓶　

公
男

人権問題講演会開催のお知らせ
　この講演会は、人権意識の高揚を図り、町民がお互いに人権問題について理解と認識を深め合い、
差別のない明るく住みよい社会を築いていこうと毎年開催されているものです。
　たくさんのご参加をお待ちしております。

●日　　時　 ２月１５日（水）
●受け付け　 午後１時～　開会　 午後１時３０分～　　　　　　　　　　
●会　　場　 利根町公民館　1 階多目的ホール　℡６８－７８８１

演　　題　 ～笑顔の戦士～　生きているって幸せ

　講師　道
どう

志
し

真
ま

弓
ゆみ

　氏

道志　真弓氏の経歴
・１９６５年富山県生まれ。
・１９８６年星稜女子短期大学卒業後、熊本市人権教育講師やフリーアナウンサーとして活躍されました。

１９９６年に授かった長女は世界で数十例の病気と診断され、２００５年に８歳で他界されました。歩く
ことも話すこともできませんでしたが、明るく楽しく笑顔が絶えない毎日だったそうです。現在は、長女・
弓
ゆみ

華
か

さんと過ごした８年間のお話を全国各地で公演されております。

●主　　催　利根町・利根町教育委員会

◎問い合わせ先　役場福祉課　℡６８－２２１１（内線３４９）
　　　　　　　　利根町教育委員会　学校教育課　℡６８－２２１１（内線３０２）

＊入場は無料で、一部手話通訳者も入ります。
＊著作権の関係で、ビデオ撮影や録音はお断りいたします。
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「広報とね」は、通常毎月第１金曜日発行です。
発行…利根町役場　編集…役場総務課  秘書広聴係
〒300-1696　茨城県北相馬郡利根町布川841-1

TEL 0297－68－2211　 FAX 0297－68－7990
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町の木サクラ･町の花カンナ･町の鳥ヨシキリ
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昨
年
11
月
に
東
京
で
54
年
ぶ

り
と
な
る
初
雪
が
観
測
さ
れ
た

日
、
朝
起
き
た
と
き
の
寒
さ
に

体
が
震
え
、
暖
房
の
前
で
体
を

温
め
て
い
る
私
の
隣
で
、
い
つ
も

は
渋
々
起
き
、
ソ
フ
ァ
に
寝
転
ん

で
い
る
子
ど
も
が
窓
を
開
け
「
雪

の
に
お
い
が
す
る
よ
」
と
笑
顔
で

言
っ
た
。
そ
う
い
え
ば
子
ど
も
の

こ
ろ
は
、
雨
の
に
お
い
や
太
陽
の

香
り
な
ど
自
然
の
に
お
い
に
気
づ

け
た
の
に
、
そ
ん
な
事
を
思
い
も

し
な
く
な
っ
て
い
た
事
に
気
が
つ

い
た
。
大
人
に
な
り
忘
れ
て
し

ま
っ
た
何
か
を
思
い
出
さ
せ
て
く

れ
た
朝
で
あ
り
、
子
ど
も
と
雪

に
感
謝
を
し
た
日
で
し
た
。（
Ｏ
）

広報とねに掲載した写真デー
タがほしい方は、役場総務課
秘書広聴係　℡ 6 8 - 2 2 1 1

（内線507）にご連絡ください。

【１月の納税等】
・町・県民税４期　　・国民健康保険税７期

・後期高齢者医療保険料７期

人 口 と 世 帯 ○総人口
○男　性
○女　性
○世帯数

（住民基本台帳人口）

（   ）内は前月比

16,788
8,309
8,479
7,066

(－�22）
(－�14）
(－� 8）
(＋� 3）

12月１日現在

皆さまのご意見・ご要望を受け付けます

ご意見・ご要望の概要とその回答は、町民全体の課題として共有していただくため、
役場１階の情報公開コーナーで公開させていただく場合もあります。

町長へのホットライン

電子メール

投書箱 （町内６カ所に設置）
留守番電話・ファックス （℡0297-68-8059）

アドレス（ i n f o @ t o w n . t o n e . l g . j p）

ご意見・ご要望には、 必ず氏名・住所・
電話番号をご記入ください。

利根町役場、 利根町公民館、 文間
地区農村集落センター、 利根東部
農 村 集 落 セ ン タ ー 、  布 川 地 区 コ
ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー 、  利 根 町 生
涯学習センターの各敷地内に設置

問い合わせ先　役場総務課　秘書広聴係 ℡68-2211（内線507）

　４月からの利根町児童クラブ（学童保育）の入級児童を募集します。ご利用を希望する方は、募集要
項をご確認の上、お申し込みください。
　なお、新１年生につきましても４月１日（土）からご利用できます。
※「夏休み」のみのご利用を希望される方の募集は、５月以降を予定しております。
募集要項
○入級基準　平成２９年度に町内の小学校に在籍し、両親および同居する家族が自宅外

勤務等により昼間（児童の授業終了時間帯）留守家庭となる児童。
○募集人数　布川・文・文間小学校児童クラブそれぞれ４０名程度
　　　　　　※各クラブとも、募集人数を超えたときは、入級できない場合があります。
○申込書配布・申し込み受付場所　役場子育て支援課
　　　　　　※新１年生については、各小学校の新入生説明会の際に入級申込書を配布します。
○受付期間・時間　１月２３日（月）から２月１７日（金）まで

　土・日曜日、祝日を除く、午前８時３０分～午後５時１５分
　※２月８日・１５日（水）は午後８時まで受け付けを行います。

児童クラブについて
○開級時間　授業終了後から午後６時３０分まで。授業休業日は、午前８時から午後６時３０分まで
　　　　　　※毎週土曜日については、文小学校に集約し開級します。
○閉 級 日　日曜日、祝日、年末年始（１２月２９日～１月３日）、お盆（８月１３日～１５日）
　　　　　　※災害等による学校休業日は、児童クラブも閉級となります。
○利用料等　月額５, ０００円（８月は夏休み期間のため７, ０００円）。２人目以降は半額となります。

また、児童の傷害保険代（年額８００円）やおやつ代が必要となります。
○児童クラブ支援員等募集　子どもが大好きで、児童クラブ支援員（教員免許等所持者）、および補助

員としてお手伝いいただける方も随時募集しております。
◎問い合わせ先　役場子育て支援課　子ども福祉係　℡６８－２２１１（内線３３２・３３３）

お詫びと訂正
　広報とね 12 月号の６ページ「住民課の延長窓口をご利用ください」の記事中、個人番号カードの交付時間は、午後７時ま
でとなります。お詫びして訂正いたします。

児童クラブの入級児童を募集します

荒天時の福祉バス（福ちゃん号）運行に
ついて
　積雪などの影響により路面状況が悪いときには、
福祉バスの運行を急きょ中止することがありますの
で、あらかじめご了承ください。
◎問い合わせ先
　利根町保健福祉センター　庶務係
　℡６８－８２９１


